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はじめに 
 
 中部大学は、文部科学省の「産業界ニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業」

（24 年度採択）、及び「地（知）の拠点整備事業」（25 年度採択）における実績を踏ま

え、平成 27 年度より「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋事業）」

に参加し、建学の精神「不言実行、あてになる人間」を信条として、地域社会の活性化

と発展に貢献できる人材、「地域活性化リーダー」の育成を目指して様々な事業を展開

しています。 
 このＣＯＣ＋事業は、岐阜大学を主管校に、本学、中部学院大学、日本福祉大学、名

古屋学院大学が参加し、「岐阜でステップ×岐阜にプラス 地域志向産業リーダーの協

働育成」と称して、岐阜県を対象に、岐阜県、（一社）岐阜県経営者協会、（株）十六銀

行、（株）大垣共立銀行、（株）マイナビと協働して行っている教育事業です。 
事業の目的は、岐阜県内企業のニーズと魅力を理解し、地域に定着して地域産業の担

い手となり、地域の活性化に貢献できる人材の育成を目指すことですが、本学に求めら

れている具体的目標は、岐阜県内への就職率の 10％アップです。この目標と合わせて、

より広く「地域活性化リーダー」の育成という教育目標を達成するために、本学では、

ＣＯＣ地域連携教育研究センターにＣＯＣ＋推進委員会を設置し、その下に教育研究部

会とキャリア部会を置いて、事業を実施しています。 
各部会では、ＣＯＣ事業における「地域創成メディエーター」の育成と同様に、正課

教育の「学ぶ」と、正課外教育の「動く」の両者から、人材育成のための教育プログラ

ムを構成し、活動を行っています。「学ぶ」では、キャリア教育科目、特別課題教育科

目、リスク予防管理士指定科目の中から 3 単位以上の取得を求めています。「動く」で

は、ＣＯＣ＋に参加する５大学共通プログラムである企業見学会、サマースクール、岐

阜企業展、企業向け成果発表会に加え、本学独自のＰＢＬぎふゼミ、フィールド活動ぎ

ふ、地域活性型インターンシップ、企業現場教育の活動から必須を含む 5 つ以上の活動

参加を求めています。いずれのプログラムにおいても、予定した活動の着実な実施と学

生の参加が概ね得られていますが、「地域活性化リーダー」の育成につなげる成果検証

とそれに基づく改善は、これからの課題と考えています。 
 本成果報告書は、平成 29 年度において、本学で実施したＣＯＣ＋事業の活動と成果

をまとめたものであります。本報告書の内容を学内外に広く発信して、本学のＣＯＣ＋

事業に関するご理解を深めていただくとともに、次年度以降の活動に活かしていきたい

と考えています。学内外の多くの方々には引き続きご支援・ご協力賜りますよう、よろ

しくお願い申し上げます。 
 
平成 30 年 3 月         中部大学 ＣＯＣ地域連携教育研究センター長 

                               松 尾 直 規 
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「
地（
知
）の
拠
点
大
学
に
よ
る

地
方
創
生
推
進
事
業（
C
O
C
+
）」と
は
？

地
域
で
活
躍
し
た
い
人
必
見
！

プ
ラ
ス

　文
部
科
学
省
に
よ
る
事
業
で
、都
市
部
へ
の一
極
集
中
、地
方
と

の
経
済
格
差
拡
大
を
解
消
し
よ
う
と
地
域
で
活
躍
す
る
人
材
の

育
成
、地
方
創
生
の
中
心
と
な
る「
ひ
と
」の
地
方
へ
の
集
積
を
目

的
に
し
た
事
業
で
す
。

　本
学
に
隣
接
す
る
岐
阜
県
で
は
、特
に
進
学
時
や
就
職
時
に
若

年
層
の
人
口
流
出
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、本
学
は
岐
阜
県
か
ら

の
進
学
者
も
多
い
こ
と
か
ら
、岐
阜
県
内
の
大
学
、地
方
公
共
団

体
、中
小
企
業
な
ど
と
協
働
し
て
地
方（
岐
阜
）の
魅
力
向
上
に
つ

な
が
る
計
画
を
策
定
。「
地（
知
）の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生

推
進
事
業（
C
O
C
+
）」に
岐
阜
大
学
を
中
心
と
し
た
事
業
機

関
と
協
働
し
た
取
り
組
み
を
申
請
、採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
C
O
C
＋
事
業
に
よ
り
、本
学
は
学
生
に
と
っ
て
魅
力
あ
る

就
職
先
を
創
出
し
、地
域
が
求
め
る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
に
必

要
な
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
行
う
こ
と
で
、地
方
創
生
の
中
心
と

な
る「
ひ
と
」の
地
方
へ
の
集
積
を
目
指
し
ま
す
。

愛知県内の大学と岐阜県が協働。
岐阜県内の雇用創出、Uターン就職率向上を目指す。

若年層人口の都市部への一極集中を解消。

これからは
地域がおもしろい！ 

■事業協働機関

事業名

岐阜でステップ×岐阜にプラス
地域志向産業リーダーの協働育成

事業実施期間

平成27年度～平成31年度

事業協働機関

中部大学、岐阜大学、中部学院大学、日本福祉大学、名古屋学院大学、

岐阜県、一般社団法人岐阜県経営者協会、株式会社十六銀行、

株式会社大垣共立銀行、株式会社マイナビ

C
O
C
+
事
業

 
 
 
 
 
 

に
取
り
組
も
う

特
集

日本福祉大学中部学院大学

岐阜大学 中部大学

名古屋学院大学岐阜経済大学
※協力校

岐阜県

愛知県

大学

図解で分かりやすく！ COC+事業

岐阜県経営者協会
（岐阜県インターンシップ推進協議会）

十六銀行・大垣共立銀行

マイナビ
中小企業庁事業「地域中小企業・小規模
事業者人材確保等支援事業」岐阜県担当

会員約800社 全県企業をカバー

企業・金融機関

自治体

コーディネーター
各機関の

全体調整を行う 等

大学、自治体、
企業・金融機関の

3者をつなぐ

協定の締結

岐阜県

各大学が人材育成のための教育プログラムを実施
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地
域
で
活
躍
す
る

「
地
域
活
性
化
リ
ー
ダ
ー
」を
育
成
し
ま
す

本
学
は
、他
大
学
・
自
治
体
・
企
業
・
金
融
機
関
と
協
働
し
て
岐
阜
県
内
の
企
業
と
学
生
と
の
関
わ
り
を
強
化
し
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
人
材
、「
地
域
活
性
化
リ
ー
ダ
ー
」を
育
成
し
ま
す
。

地
域
活
性
化
リ
ー
ダ
ー
は
、岐
阜
県
を
モ
デ
ル
に
地
域
の
課
題
を
見
つ
け
て
、

そ
の
解
決
に
取
り
組
む「
ひ
と
」で
す
。

地
域
活
性
化
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
に
は

①
所
定
の
単
位
を
修
得
し
、②
企
業
現
場
教
育
な
ど
の
課
外
活
動
と

③
P
B
L
ぎ
ふ
ゼ
ミ（Project B

ased Learning 

課
題
解
決
型
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）に
参
加
す
る
こ
と
で
、

地
域
活
性
化
リ
ー
ダ
ー
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受講はいつからでも、どこからでもＯＫ！ 

必須単位の取得順序に決まりなし！ 

それぞれの必要項目を満たした時点で

認定申請が可能です。

●自分の生まれた町が好き。

●就職はふるさとでしたい。

●地域活性化に興味がある。

●就職活動にも役立てたい。

中部大学 地域連携教育研究推進部（16号館3階）
電話 0568-51-1763　Eメール plus@office.chubu.ac.jp
http://www3.chubu.ac.jp/coc-plus/

■お問い合わせ先

学ぶ
授業で知識を習得

動く
課外活動に参加・実践

PBLぎふゼミ
Pro j ec t  Based  Lea r n i ng

企業現場教育での
高速道路施工現場見学

企業での地域活性型
インターンシップ

企業見学会（大学連携）での会社説明

卒業・就職

4年生

3年生

2年生

1年生

〈例〉Ａ君の場合、2年生から受講スタート。

●「社会人基礎知識」（春学期）２単位

●ＰＢＬぎふゼミ（８月下旬・２日間）

●サマースクール（９月初旬・２泊３日）

●「持続学のすすめ」（秋学期）２単位

●企業現場教育１回

●地域活性型インターンシップ

●企業向け成果発表会（２月末頃）１回

地域活性化リーダー認定

就職活動開始（３月初旬～）

●岐阜企業展（３月中旬）

※岐阜企業展への参加を前提に認定します。

●「学ぶ」の科目から３単位以上選択必須
●「動く」の活動から５企画以上の参加必須
●ＰＢＬぎふゼミは参加必須

●企業向け成果発表会（大学連携）　　　●岐阜企業展（大学連携）

●サマースクール（大学連携）

●地域活性型インターンシップ
　（インターンシップA+B 岐阜県内対象）

●フィールド活動＠ぎふ

●企業見学会（大学連携）

●企業現場教育

キャリア教育科目

●課題解決型のゼミナール

地域をけん引する次世代のリーダーとして
自ら考え行動する力を身につけた学生に認定

必須

選択必須
選択必須

選択必須

選択必須

選択必須

選択必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

年1回開催
参加必須

5企画以上に
参加必須

3単位以上
選択必須

地域活性化リーダー認定

就
職
活
動
に
も
役
立
つ
！

中
部
大
学
の
C
O
C
+
事
業
へ
の
取
り
組
み

岐
阜
県
が
モ
デ
ル
地
域
で
す
が
、地
域
が
持
つ
課
題
は
全
国
的
に
共
通
す
る
点
も
多
い
の
で
、

ふ
る
さ
と
に
U
タ
ー
ン
就
職
を
考
え
る
す
べ
て
の
人
に
お
す
す
め
で
す
。

就職活動で
資格を生かそう！

地域活性化リー
ダー

資格取得のモデ
ルケース

※課外活動への参加、PBLぎふゼミへの参加申し込みは
　地域連携教育研究推進部まで（16号館3階）

こんなキミに

おすすめ

ほか

特別課題
教育科目

リスク予防管理士
指定科目

●自己開拓（1単位）●社会人基礎知識（2単位）

●安全工学（2単位） ●バイオ産業リスク予防学（2単位）

●食品リスク予防学（2単位）

●地域共生実践（2単位） ●持続学のすすめ（2単位）

●地域の防災と安全（2単位） ●人類と資源（2単位）

●地球を観る（2単位） ●グローバル環境論（2単位）

「PBLぎふゼミ」は、「岐阜」地域を学びの材料とし、学生自身が地域社会（岐阜は
もちろん、自分の出身地など）の中で自分の持ち味を発揮して地域や周囲に関わっ
ていくための力を身に付けることができる体験型学習。

課外活動の
実例

06 05

1．概　要

－ 3－



地
域
で
活
躍
す
る

「
地
域
活
性
化
リ
ー
ダ
ー
」を
育
成
し
ま
す

本
学
は
、他
大
学
・
自
治
体
・
企
業
・
金
融
機
関
と
協
働
し
て
岐
阜
県
内
の
企
業
と
学
生
と
の
関
わ
り
を
強
化
し
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
人
材
、「
地
域
活
性
化
リ
ー
ダ
ー
」を
育
成
し
ま
す
。

地
域
活
性
化
リ
ー
ダ
ー
は
、岐
阜
県
を
モ
デ
ル
に
地
域
の
課
題
を
見
つ
け
て
、

そ
の
解
決
に
取
り
組
む「
ひ
と
」で
す
。

地
域
活
性
化
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
に
は

①
所
定
の
単
位
を
修
得
し
、②
企
業
現
場
教
育
な
ど
の
課
外
活
動
と

③
P
B
L
ぎ
ふ
ゼ
ミ（Project B

ased Learning 

課
題
解
決
型
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）に
参
加
す
る
こ
と
で
、

地
域
活
性
化
リ
ー
ダ
ー
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受講はいつからでも、どこからでもＯＫ！ 

必須単位の取得順序に決まりなし！ 

それぞれの必要項目を満たした時点で

認定申請が可能です。

●自分の生まれた町が好き。

●就職はふるさとでしたい。

●地域活性化に興味がある。

●就職活動にも役立てたい。

中部大学 地域連携教育研究推進部（16号館3階）
電話 0568-51-1763　Eメール plus@office.chubu.ac.jp
http://www3.chubu.ac.jp/coc-plus/

■お問い合わせ先

学ぶ
授業で知識を習得

動く
課外活動に参加・実践

PBLぎふゼミ
P ro j ec t  Based  Lea r n i ng

企業現場教育での
高速道路施工現場見学

企業での地域活性型
インターンシップ

企業見学会（大学連携）での会社説明

卒業・就職

4年生

3年生

2年生

1年生

〈例〉Ａ君の場合、2年生から受講スタート。

●「社会人基礎知識」（春学期）２単位

●ＰＢＬぎふゼミ（８月下旬・２日間）

●サマースクール（９月初旬・２泊３日）

●「持続学のすすめ」（秋学期）２単位

●企業現場教育１回

●地域活性型インターンシップ

●企業向け成果発表会（２月末頃）１回

地域活性化リーダー認定

就職活動開始（３月初旬～）

●岐阜企業展（３月中旬）

※岐阜企業展への参加を前提に認定します。

●「学ぶ」の科目から３単位以上選択必須
●「動く」の活動から５企画以上の参加必須
●ＰＢＬぎふゼミは参加必須

●企業向け成果発表会（大学連携）　　　●岐阜企業展（大学連携）

●サマースクール（大学連携）

●地域活性型インターンシップ
　（インターンシップA+B 岐阜県内対象）

●フィールド活動＠ぎふ

●企業見学会（大学連携）

●企業現場教育

キャリア教育科目

●課題解決型のゼミナール

地域をけん引する次世代のリーダーとして
自ら考え行動する力を身につけた学生に認定

必須

選択必須
選択必須

選択必須

選択必須

選択必須

選択必須

必須

必須

必須

必須

必須

必須

年1回開催
参加必須

5企画以上に
参加必須

3単位以上
選択必須

地域活性化リーダー認定

就
職
活
動
に
も
役
立
つ
！

中
部
大
学
の
C
O
C
+
事
業
へ
の
取
り
組
み

岐
阜
県
が
モ
デ
ル
地
域
で
す
が
、地
域
が
持
つ
課
題
は
全
国
的
に
共
通
す
る
点
も
多
い
の
で
、

ふ
る
さ
と
に
U
タ
ー
ン
就
職
を
考
え
る
す
べ
て
の
人
に
お
す
す
め
で
す
。

就職活動で
資格を生かそう！

地域活性化リー
ダー

資格取得のモデ
ルケース

※課外活動への参加、PBLぎふゼミへの参加申し込みは
　地域連携教育研究推進部まで（16号館3階）

こんなキミに

おすすめ

ほか

特別課題
教育科目

リスク予防管理士
指定科目

●自己開拓（1単位）●社会人基礎知識（2単位）

●安全工学（2単位） ●バイオ産業リスク予防学（2単位）

●食品リスク予防学（2単位）

●地域共生実践（2単位） ●持続学のすすめ（2単位）

●地域の防災と安全（2単位） ●人類と資源（2単位）

●地球を観る（2単位） ●グローバル環境論（2単位）

「PBLぎふゼミ」は、「岐阜」地域を学びの材料とし、学生自身が地域社会（岐阜は
もちろん、自分の出身地など）の中で自分の持ち味を発揮して地域や周囲に関わっ
ていくための力を身に付けることができる体験型学習。

課外活動の
実例

06 05
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（２）運営体制・メンバー表 
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「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋事業）」運営体制 

【ぎふＣＯＣ＋事業推進コンソーシアム】 

 

 

 
 
構成団体  岐阜大学、中部学院大学、中部大学、日本福祉大学、名古屋学院大学、 

岐阜県、岐阜県経営者協会、十六銀行、大垣共立銀行、マイナビ 
       ＜協力校＞ 岐阜経済大学 
役 員   代 表（1 名）：岐阜大学長 
         副代表（2 名）：岐阜大学理事、中部大学長 
事 務 局   岐阜大学学術国際部社会連携課 
 
 
運営会議 事業の運営に関する重要な事項を審議する。 

岐阜大学長・理事・地域協学センター長・統括事業推進コーディネーター、 
中部学院大学長、中部大学長、日本福祉大学長、名古屋学院大学長、岐阜県知事、 
岐阜県経営者協会長、十六銀行頭取、大垣共立銀行頭取、マイナビ事業本部長 

幹 事 会 事業協働機関の実務担当者及び事業推進コーディネーターで構成し、 
事業全体企画・運営について調整する。 

岐阜大学、中部学院大学、中部大学、日本福祉大学、名古屋学院大学、岐阜県、 
岐阜県経営者協会、十六銀行、大垣共立銀行、マイナビ 

人材育成企画部会 

岐阜大学、中部学院大学、中部大学、 
日本福祉大学、名古屋学院大学 

連携・マッチング推進部会 

岐阜大学、中部学院大学、中部大学、 
日本福祉大学、名古屋学院大学、岐阜県、 
岐阜県経営者協会、十六銀行、大垣共立銀行、マイナビ 

評価委員会 

事業の着実な実施と事業実施による成果を 
産官学金言等の有識者により検証する。 
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平成 29 年度 ＣＯＣプラス推進委員会名簿 
 
 委員長   ＣＯＣ地域連携教育研究センター センター長   松尾 直規 
        （工学部長、都市建設工学科） 

副委員長  ＣＯＣ地域連携教育研究センター 副センター長  倉根 隆一郎 
        （応用生物学部 応用生物化学科） 

副委員長  教育戦略部門 キャリア部長           大島 俊一 
（経営情報学部 学部長補佐） 

 委 員   工学部副学部長（応用化学科）          幅上 茂樹 
       経営情報学部 経営会計学科        澤村 隆秀 
       国際関係学部 国際学科            桃井 治郎 
       人文学部 コミュニケーション学科        三摩 真己 
       応用生物学部 環境生物科学科        上野 薫 
       生命健康科学部 生命医科学科        伊藤 守弘 
       現代教育学部 児童教育学科        古市 真智子 
 
       工学部 電気システム工学科        廣塚 功 
       工学部 都市建設工学科            余川 弘至 
       工学部 応用化学科            宮内 俊幸 
       工学部 ロボット理工学科            藤吉 弘亘 
       経営情報学部 経営総合学科           趙  偉 
       国際関係学部 国際学科             羽後 静子 
       人文学部 歴史地理学科             三浦 陽一 
       応用生物学部 食品栄養科学科 食品栄養科学専攻   和田 俊夫 
              応用生物学部 食品栄養科学科 管理栄養科学専攻   小川 宣子 
              生命健康科学部 スポーツ保健医療学科      西垣 景太 
       現代教育学部 現代教育学科           宮川 秀俊 
       全学共通教育部 副部長             佐野 充 
       地域連携教育研究推進部 部長          庄山 正志 
       学生教育部 教務支援課 課長          出口 良太 
       学生教育部 キャリア支援課 課長        庄山 敦子 
       学生教育部 キャリア支援課           佐野 賢志 
        
アドバイザー 副学長（教育担当）               杉本 和弘 
 
 事務局   地域連携教育研究推進部 
        部長                     庄山 正志 
        課長                     丹羽 ゆかり 
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平成２９年度 ＣＯＣ＋教育研究部会 

 
委員長 ＣＯＣ地域連携教育研究センター  副センター長 

（応用生物学部 応用生物化学科） 
倉根 隆一郎 

委員 工学部副学部長（応用化学科） 幅上 茂樹 

〃 工学部 応用化学科 宮内 俊幸 

〃 工学部 ロボット理工学科 藤吉 弘亘 

〃 経営情報学部 経営総合学科 趙  偉 

〃 国際関係学部 国際学科 羽後 静子 

〃 人文学部 歴史地理学科 三浦 陽一 

〃 応用生物学部 環境生物科学科 上野 薫 

〃 応用生物学部  食品栄養科学科  食品栄養科学専攻 和田 俊夫 

〃 生命健康科学部 生命医科学科 伊藤 守弘 

〃 現代教育学部 現代教育学科 古市  真智子 

〃 全学共通教育部 副部長 佐野 充 

〃 地域連携教育研究推進部 部長 庄山 正志 

〃 教務支援課 課長 出口 良太 

オブザーバー ＣＯＣ地域連携教育研究センター センター長 

（工学部長、都市建設工学科） 
松尾  直規 

〃 
教育戦略部門 キャリア部長 

（経営情報学部 学部長補佐） 
大島 俊一 

〃 キャリア支援課 課長 庄山 敦子 

事務局 地域連携教育研究推進部 課長 丹羽 ゆかり 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

平成 29 年度 ＣＯＣプラス推進委員会名簿 
 
 委員長   ＣＯＣ地域連携教育研究センター センター長   松尾 直規 
        （工学部長、都市建設工学科） 
副委員長  ＣＯＣ地域連携教育研究センター 副センター長  倉根 隆一郎 

        （応用生物学部 応用生物化学科） 
副委員長  教育戦略部門 キャリア部長           大島 俊一 

（経営情報学部 学部長補佐） 

 委 員   工学部副学部長（応用化学科）          幅上 茂樹 
       経営情報学部 経営会計学科        澤村 隆秀 
       国際関係学部 国際学科            桃井 治郎 
       人文学部 コミュニケーション学科        三摩 真己 
       応用生物学部 環境生物科学科        上野 薫 
       生命健康科学部 生命医科学科        伊藤 守弘 
       現代教育学部 児童教育学科        古市 真智子 
 
       工学部 電気システム工学科        廣塚 功 
       工学部 都市建設工学科            余川 弘至 
       工学部 応用化学科            宮内 俊幸 
       工学部 ロボット理工学科            藤吉 弘亘 
       経営情報学部 経営総合学科           趙  偉 
       国際関係学部 国際学科             羽後 静子 
       人文学部 歴史地理学科             三浦 陽一 
       応用生物学部 食品栄養科学科 食品栄養科学専攻   和田 俊夫 
              応用生物学部 食品栄養科学科 管理栄養科学専攻   小川 宣子 
              生命健康科学部 スポーツ保健医療学科      西垣 景太 
       現代教育学部 現代教育学科           宮川 秀俊 
       全学共通教育部 副部長             佐野 充 
       地域連携教育研究推進部 部長          庄山 正志 
       学生教育部 教務支援課 課長          出口 良太 
       学生教育部 キャリア支援課 課長        庄山 敦子 
       学生教育部 キャリア支援課           佐野 賢志 
        
アドバイザー 副学長（教育担当）               杉本 和弘 
 
 事務局   地域連携教育研究推進部 
        部長                     庄山 正志 
        課長                     丹羽 ゆかり 
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平成２９年度 ＣＯＣ＋キャリア部会 

 

委員長 教育戦略部門 キャリア部長 
（経営情報学部 学部長補佐） 

大島 俊一 

委員 工学部 電気システム工学科 廣塚 功 

〃 工学部 都市建設工学科 余川 弘至 

〃 経営情報学部 経営会計学科 澤村 隆秀 

〃 国際関係学部 国際学科 桃井 治郎 

〃 人文学部 コミュニケーション学科 三摩 真己 

〃 応用生物学部 食品栄養科学科 管理栄養科学専攻 小川 宣子 

〃 生命健康科学部 スポーツ保健医療学科 西垣 景太 

〃 現代教育学部 現代教育学科 宮川 秀俊 

〃 地域連携教育研究推進部 部長 庄山 正志 

〃 キャリア支援課 課長 庄山 敦子 

〃 キャリア支援課 佐野 賢志 

オブザーバー ＣＯＣ地域連携教育研究センター センター長 

（工学部長、都市建設工学科） 
松尾 直規 

〃 
ＣＯＣ地域連携教育研究センター 副センター長 
（応用生物学部 応用生物化学科） 

倉根 隆一郎 

事務局 地域連携教育研究推進部 課長 丹羽 ゆかり 
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平成２９年度 ＣＯＣ＋キャリア部会 

 

委員長 教育戦略部門 キャリア部長 
（経営情報学部 学部長補佐） 

大島 俊一 

委員 工学部 電気システム工学科 廣塚 功 

〃 工学部 都市建設工学科 余川 弘至 

〃 経営情報学部 経営会計学科 澤村 隆秀 

〃 国際関係学部 国際学科 桃井 治郎 

〃 人文学部 コミュニケーション学科 三摩 真己 

〃 応用生物学部 食品栄養科学科 管理栄養科学専攻 小川 宣子 

〃 生命健康科学部 スポーツ保健医療学科 西垣 景太 

〃 現代教育学部 現代教育学科 宮川 秀俊 

〃 地域連携教育研究推進部 部長 庄山 正志 

〃 キャリア支援課 課長 庄山 敦子 

〃 キャリア支援課 佐野 賢志 

オブザーバー ＣＯＣ地域連携教育研究センター センター長 

（工学部長、都市建設工学科） 
松尾 直規 

〃 
ＣＯＣ地域連携教育研究センター 副センター長 
（応用生物学部 応用生物化学科） 

倉根 隆一郎 

事務局 地域連携教育研究推進部 課長 丹羽 ゆかり 

 
 

 

 

 

 

２．活 動 報 告 

＜学内プログラム＞ 
 

（１）外部特別講師講義 
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Ｎｏ 授業科目 講義題目 所属企業等名 特別講師氏名

1
スタートアップ
セミナー

道路および往路構造物の必要性、
役割、建設の流れ

大日コンサルタント
(株)

則竹　博明

2 伝熱工学 工業炉の実際
(株)TYK
環境材料研究所

高木　修

3 有機化学Ａ 化学物質のリスク評価と管理入門
(株)富士清空工業
所

奥田　篤史

4 創成ゼミナールＢ 会計士がみたこれからの「働き方」 しのだ会計事務所 篠田　陽子

5
企業情報システムと
倫理

物流企業におけるＩＣＴ
(株)セイノー情報
サービス

早川　典雄

6 ゼミナールＡ
人間型ロボットハンドとその応用
システム

Ｈ＆Ｋフロント
ステージ

川﨑　晴久

Ｎｏ 授業科目 講義題目 所属企業等名 特別講師氏名

1 基礎ゼミナール
岐阜県企業から学ぶ初年次における
キャリア形成

(株)オンダ製作所
箕浦　大輔
中斎　崇仁

Ｎｏ 授業科目 講義題目 所属企業等名 特別講師氏名

1 日本の歴史と文化
有機栽培の新技術で日本の健康を
育てる

(株)レンゲの里岐
阜

山田  克己

2 取材力
ケーブルテレビにおける地域との関
わり

中部ケーブルネッ
トワーク美濃加茂
放送局

林　雅道

外部特別講師 一覧（平成29年度）

工学部

人文学部

経営情報学部
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Ｎｏ 授業科目 講義題目 所属企業等名 特別講師氏名

1
バイオ産業リスク予防
学

日本酒醸造をとりまく環境と
それにまつわるリスク管理

岩村醸造(株) 渡會　充晃

2 食品リスク予防学
株式会社サラダコスモにおける
食品リスク管理の事例紹介

(株)サラダコスモ 猪野　嘉中

3 食品リスク予防学
リスク管理～食品製造におけるリスク
及びリスク予防について～

(株)秋田屋本店 池野 久美子

4 食品リスク予防学 食品会社における安心と安全 内堀醸造(株)
浅川　和也
浅井　未穂

5 食品リスク予防学 企業活動におけるリスクマネジメント 厚生産業(株) 坂井　猛

6 環境生物科学セミナー 我社におけるリスク管理と地域貢献 (株)カカム 各務　晋生

Ｎｏ 授業科目 講義題目 所属企業等名 特別講師氏名

1
健康運動
トレーニング論

コパンスポーツクラブの取り組み
スポーツクラブ
コパン

半田　遼太郎

2
健康運動
トレーニング論

アスリートをサポートする仕事
～専門分野を持つこと～

岐阜県スポーツ科
学センター

亀岡　舞

Ｎｏ 授業科目 講義題目 所属企業等名 特別講師氏名

1 幼児教育課題研究B
岐阜県の保育の現状とシュタイナー
教育について

清流みずほ保育園 高岡　佳世

生命健康科学部

現代教育学部

応用生物学部
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平成 29 年度 ＣＯＣ＋特別セミナーアンケート集計 

日 時 ： 平成 29年 10月 18日（水）15:20～16：30 

講 演 者 ： 太平洋工業株式会社 代表取締役社長 小川 信也 氏 

学生参加者 ： 147名 

 （経営情報学部 経営会計学科・経営情報学科・経営学科 

        工学部 機械工学科・情報工学科・機械工学専攻） 

回 答 者 ： 123名 （回 答 率 ： 84％） 

１．本日のセミナーに参加して良かったですか？ 

はい 115 名 (93％)  いいえ  6 名（5％）   無回答  2名（2％） 

２. 資格取得を考えていますか？ 

   はい 85名（69％)   いいえ 33 名（27％）  無回答 5名（4％） 

３．本日のセミナーに関して意見や感想を記入して下さい。 

・何にしても人は財産であり、企業を形成するのも、取り巻くのも人であって、大事

にしなければいけないと感じました。次世代への取り組み、技術の発展やグローバ

ル化、どれもどの産業でも今後、重要になることだと分かりました。そして次の世

代を担う私達はこれまでの財産を受け継ぎ、発展させていかなければならない存在

だと思いました。 自力＝時・理・気とあるように、期待に答えられるように力を

つけていこうと思いました。 

・私は、自動車産業に興味を持っており、今回のセミナーでは実際の企業のお話を聞

くことができ、有意義な時間を過ごすことができたと思います。また自動車産業に

どんな仕事があるか、今後の自動車産業の課題などが分かり、今まで以上に詳しく

調べてみようと思いました。 

・「人材」のことを「人財」と表していて、社員を「財産」と考えていただいている

のだと実感しました。今、スピード感を持って仕事に取り組める人、原理原則を理

解し改善・工夫の出来る人材、やる気を持ち、周りの人に気遣いの出来る人材が求

められているということが分かりました。 

                                    他   
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平成 29 年度 ＣＯＣ＋特別セミナーアンケート集計 

日 時 ： 平成 29年 10月 18日（水）15:20～16：30 

講 演 者 ： 太平洋工業株式会社 代表取締役社長 小川 信也 氏 

学生参加者 ： 147名 

 （経営情報学部 経営会計学科・経営情報学科・経営学科 

        工学部 機械工学科・情報工学科・機械工学専攻） 

回 答 者 ： 123名 （回 答 率 ： 84％） 

１．本日のセミナーに参加して良かったですか？ 

はい 115名 (93％)  いいえ  6 名（5％）   無回答  2 名（2％） 

２. 資格取得を考えていますか？ 

   はい 85名（69％)   いいえ 33 名（27％）  無回答 5名（4％） 

３．本日のセミナーに関して意見や感想を記入して下さい。 

・何にしても人は財産であり、企業を形成するのも、取り巻くのも人であって、大事

にしなければいけないと感じました。次世代への取り組み、技術の発展やグローバ

ル化、どれもどの産業でも今後、重要になることだと分かりました。そして次の世

代を担う私達はこれまでの財産を受け継ぎ、発展させていかなければならない存在

だと思いました。 自力＝時・理・気とあるように、期待に答えられるように力を

つけていこうと思いました。 

・私は、自動車産業に興味を持っており、今回のセミナーでは実際の企業のお話を聞

くことができ、有意義な時間を過ごすことができたと思います。また自動車産業に

どんな仕事があるか、今後の自動車産業の課題などが分かり、今まで以上に詳しく

調べてみようと思いました。 

・「人材」のことを「人財」と表していて、社員を「財産」と考えていただいている

のだと実感しました。今、スピード感を持って仕事に取り組める人、原理原則を理

解し改善・工夫の出来る人材、やる気を持ち、周りの人に気遣いの出来る人材が求

められているということが分かりました。 

                                    他   
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平成 29 年度 第 2 回 ＣＯＣ＋特別セミナー アンケート集計 

開 催 日 時 ： 平成 29年 10月 25日（水）15:20～16：30 

講 演 者 ： 株式会社恵那川上屋 代表取締役 鎌田 真悟 氏 

学生参加者 ： 315名 

        （応用生物学部 応用生物化学科・環境生物科学科・食品栄養科学科、 

生命健康科学部  スポーツ保健医療学科 他） 

回 答 者 ： 226 名 （回答率 ： 72％） 

１．本日のセミナーに参加して良かったですか？ 

はい 207 名 (92％)  いいえ 9名（4％）    無回答 10名（4％） 

２. 資格取得を考えていますか？ 

   はい 160名（71％)   いいえ 57 名（25％）  無回答 9名（4％） 

３．本日のセミナーに関して意見や感想を記入して下さい。 

・地域のブランド化をすることによって、その地域の農業や住んでいる人も活性化し、

それが自分のやりがいに繋がるのは素晴しいと感じた。私も自分のために仕事をた

だこなすのではなく、誰かのため、何かのために仕事という垣根を越えて、のめり

込めるような事を見つけたいと思った。また、人として誠実に生きることや、夢を

持つことの大切さを学ぶことが出来ました。 

・どこの田舎にも、食文化と農業と芸術がある事を知りました。風味は食文化、風土

は農業、風景は芸術であり、芸術が 1番大切であると知りました。風が吹いたら桶

屋が儲かる。見えない風から見える風へのシフト。渦の中心になることが大切だと

思いました。 

・一番印象に残ったのは「価値の交換」でした。鎌田様が勇気を持って踏み出したこ

とに対して、尊敬と希望をもらえました。今後、自分がなりたい、やりたいと思え

る所に行けるように考え方を変えるきっかけになった講演を聞くことが出来て良

かったです。 

他 
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平成 29 年度 第 2 回 ＣＯＣ＋特別セミナー アンケート集計 

開 催 日 時 ： 平成 29年 10月 25日（水）15:20～16：30 

講 演 者 ： 株式会社恵那川上屋 代表取締役 鎌田 真悟 氏 

学生参加者 ： 315名 

        （応用生物学部 応用生物化学科・環境生物科学科・食品栄養科学科、 

生命健康科学部  スポーツ保健医療学科 他） 

回 答 者 ： 226名 （回答率 ： 72％） 

１．本日のセミナーに参加して良かったですか？ 

はい 207名 (92％)  いいえ 9名（4％）    無回答 10名（4％） 

２. 資格取得を考えていますか？ 

   はい 160名（71％)   いいえ 57 名（25％）  無回答 9名（4％） 

３．本日のセミナーに関して意見や感想を記入して下さい。 

・地域のブランド化をすることによって、その地域の農業や住んでいる人も活性化し、

それが自分のやりがいに繋がるのは素晴しいと感じた。私も自分のために仕事をた

だこなすのではなく、誰かのため、何かのために仕事という垣根を越えて、のめり

込めるような事を見つけたいと思った。また、人として誠実に生きることや、夢を

持つことの大切さを学ぶことが出来ました。 

・どこの田舎にも、食文化と農業と芸術がある事を知りました。風味は食文化、風土

は農業、風景は芸術であり、芸術が 1番大切であると知りました。風が吹いたら桶

屋が儲かる。見えない風から見える風へのシフト。渦の中心になることが大切だと

思いました。 

・一番印象に残ったのは「価値の交換」でした。鎌田様が勇気を持って踏み出したこ

とに対して、尊敬と希望をもらえました。今後、自分がなりたい、やりたいと思え

る所に行けるように考え方を変えるきっかけになった講演を聞くことが出来て良

かったです。 

他 
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ＰＢＬぎふゼミ
地域・社会で活躍したい！その一歩を応援します

平成27年度採択　文部科学省地（知）の拠点

大学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）

そんな学生の皆さんへ

「PBLぎふゼミ」は、「岐阜」地域を学びの材料とし、学生自身が自分の持ち味を発揮して

地域や周囲に関わっていくための力を身に付けることができる体験型学習です。

自分の新たな一面も見つかるかも?!  気軽にご参加ください。

自分らしくって?　
自分の持ち味を

知りたい　　

コミュニ
ケーションが

 不安・・・

リーダーシップを

発揮したい

チームになるとは
どういうこと？

人見知りして
うまく話せない
グループワークが

苦手！

地域貢献に
興味がある

中部大学 地域連携教育研究推進部 （１６号館３階）

http://www3.chubu.ac.jp/coc-plus/  ダイヤルイン　０５６８-５１-１７６３

E-mail: plus@office.chubu.ac.jp   担当 ： 丹羽 ・ 早川　

２０１７年８月２８日(月) ・２９日(火)　＜ ２日間連続プログラム ＞  

両日とも ９：３０ ～１７：３０　　中部大学 ５１３１講義室 （５１号館３階）

対 象 :全学部１～４年生　  定 員 : ４０名（先着順、定員になり次第募集終了）    受講料 :無料　　　 

申込方法 :氏名・学籍番号・学年・携帯番号を 電話かE メールでお知らせください(締切７月２１日）

※この｢PBLぎふゼミ｣は、中部大学認定［地域活性化リーダー］資格取得に必須です。

「自分が何かを学ぶときのスタイルを探求する」「自他の価値観について探求する」
「コミュニケーションについて体験的に学ぶ」「課題解決のプロセスを体験する」　etc.

テーマ

ＰＢＬぎふゼミ
地域・社会で活躍したい！その一歩を応援します
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PBL ぎふゼミの様子 

       
              個人ワーク                   グルーピング 

 

      
グループディスカッション             グループディスカッション 

 

         
            発表                      発表 
 

        
      プレゼントカード交換              プレゼントカード交換 

－ 22 －

2．活動報告＜学内プログラム＞



 

中部大学 御中 
 
 
 

2017年度 

PBLぎふゼミ 
 

アンケート集計結果 

報告書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2017年 9月 
 

株式会社ラーニングバリュー 

PBL ぎふゼミの様子 

       
              個人ワーク                   グルーピング 

 

      
グループディスカッション             グループディスカッション 

 

         
            発表                      発表 
 

        
      プレゼントカード交換              プレゼントカード交換 
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『ＰＢＬぎふゼミ』アンケート集計 

 2 

目次 

 

プログラム概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

 

今回のプログラムに関するアンケート      

【受講前アンケート】                                  ４ 

Ｑ１.このプログラムに期待していますか？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

Ｑ２.ＰＢＬぎふゼミに参加を決めたきっかけは何ですか？・・・・・・・・・・・・・・・７ 

Ｑ３.それぞれの力や姿勢について、現在の自分にどれくらい身についていますか？・・・・８ 

【受講後アンケート】                                                                 ９ 

Ｑ１.このプログラムに満足しましたか？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

Ｑ２.このプログラムを受け、自分自身に対して、新たな発見がありましたか？・・・・・・12 

Ｑ３.このプログラムを受け、｢相手のことを知る｣ことに変化がありましたか？・・・・・・14 

Ｑ４.このプログラムで、グループのメンバーに自分のことをわかってもらえましたか？・・16 

Ｑ５.このプログラムを受け、普段の授業への取り組み姿勢に変化がおきそうですか？・・・18 

Ｑ６.このプログラムを受け、今後の学生生活に変化がおきそうですか？・・・・・・・・・20 

Ｑ７.このプログラムを通じて、どのような力や姿勢が身についたと思いますか？・・・・・22 

Ｑ８.「地域活性化リーダー」に向けた活動で、興味のあるプロジェクトは何ですか？・・・23 

Ｑ９.このプログラムの講師について感じたことを自由にお書きください・・・・・・・・・24 

Ｑ10.このプログラムについて感じたこと、気づいた点などを自由にお書きください・・・・26 

【受講前・後比較】                                   27 

受講前Ｑ：それぞれの力や姿勢について、現在の自分にどれくらい身についていますか？ 

受講後Ｑ：このプログラムを通じて、どのような力や姿勢が身についたと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊アンケートのフリーコメントについては、記入されたままを再現しています 
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中部大学 

3 

プログラム概要 

■実施日：2017年 8月 28日(月)－29 日(火)

■アンケート回答者：受講前／19名　　受講後／19名

■実施プログラム：下記のとおり�

『ＰＢＬぎふゼミ』アンケート集計 

 2 

目次 

 

プログラム概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

 

今回のプログラムに関するアンケート      

【受講前アンケート】                                  ４ 

Ｑ１.このプログラムに期待していますか？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

Ｑ２.ＰＢＬぎふゼミに参加を決めたきっかけは何ですか？・・・・・・・・・・・・・・・７ 

Ｑ３.それぞれの力や姿勢について、現在の自分にどれくらい身についていますか？・・・・８ 

【受講後アンケート】                                                                 ９ 

Ｑ１.このプログラムに満足しましたか？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

Ｑ２.このプログラムを受け、自分自身に対して、新たな発見がありましたか？・・・・・・12 

Ｑ３.このプログラムを受け、｢相手のことを知る｣ことに変化がありましたか？・・・・・・14 

Ｑ４.このプログラムで、グループのメンバーに自分のことをわかってもらえましたか？・・16 

Ｑ５.このプログラムを受け、普段の授業への取り組み姿勢に変化がおきそうですか？・・・18 

Ｑ６.このプログラムを受け、今後の学生生活に変化がおきそうですか？・・・・・・・・・20 

Ｑ７.このプログラムを通じて、どのような力や姿勢が身についたと思いますか？・・・・・22 

Ｑ８.「地域活性化リーダー」に向けた活動で、興味のあるプロジェクトは何ですか？・・・23 

Ｑ９.このプログラムの講師について感じたことを自由にお書きください・・・・・・・・・24 

Ｑ10.このプログラムについて感じたこと、気づいた点などを自由にお書きください・・・・26 

【受講前・後比較】                                   27 

受講前Ｑ：それぞれの力や姿勢について、現在の自分にどれくらい身についていますか？ 

受講後Ｑ：このプログラムを通じて、どのような力や姿勢が身についたと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊アンケートのフリーコメントについては、記入されたままを再現しています 

1日目 2日目

9:30 ①オリエンテーション 9:30 ⑦個人ワーク

　あいさつ ・実習「私のライフポジション」

　本ゼミの狙い ・解説

②個人ワーク

・実習「あなたの学習スタイル」 ⑧個人ワーク・グループワーク

　解説 ・実習「私を活かすコミュニケーション」

・解説

③グループワーク

・グルーピング ⑨グループワーク

・実習「記者会見」 ・課題解決実習

・ふりかえり ・ふりかえり

昼食 昼食

④グループワーク ⑩グループディスカッション

・実習「総当たりインタビュー」 ・実習「岐阜を取り巻く現状について考える」

・ふりかえり ・シェアリング

⑤グループワーク ⑪個人ワーク・グループワーク

・実習「コンセンサスを求めて」 ・実習「イメージ交換」

・実習のふりかえり

⑫個人ワーク・グループワーク

・私の得たこと、学んだこと

⑥まとめ ⑬まとめ

17:30 17:30
＊プログラムの内容や進行については状況により変更の可能性があります。ご了承下さい。

　中部大学　PBLぎふゼミプログラム

P

禁無断複製・無断使用 ㈱ラーニングバュー

－ 25 －－ 24 －

2．活動報告＜学内プログラム＞
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受講前アンケート 

－ 26 －

2．活動報告＜学内プログラム＞



中部大学 

 5 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
  

とても期待し

ている

やや期待して

いる

どちらともいえ

ない

あまり期待

していない

ぜんぜん期待

していない
無回答

0 8 11 0 0 0

0.0 42.1 57.9 0.0 0.0 0.0
全体 19

(上段：人，下段：％）

期待度

 

Ｑ１.このプログラムに期待していますか？それはなぜですか？ 

『ＰＢＬぎふゼミ』アンケート集計 

 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講前アンケート 

－ 27 －－ 26 －

2．活動報告＜学内プログラム＞



『ＰＢＬぎふゼミ』アンケート集計 

 6 

フリーコメント 

【やや期待している】 

 岐阜について学ぶことができる。 
 これから社会に出るときに強いリーダー性を発揮するため。 
 これからの社会に入った時に役立つと思ったから。 
 自分の個性や特徴を把握した上で、それを身近な地域の課題解決に活かすということに

興味を持てると思ったから。 
 自分の住んでいる地域が岐阜県であるからさらに自分の地域への理解を深められそうだ

から。 
 自分は自分から意見を発するのが苦手なのでこのゼミで少しでも力を伸ばせると思った

から。 
 社会で働くときに必要なコミュニケーション力を学べるから。 
 地域を活性化させるための知識を得ることができると思うから。 

 
【どちらともいえない】 

 具体的に何をやるのかいまいち分かっていない。 
 詳しい内容を知らないから。 
 自分の成長にどうつながるのかが分かっていないため。 
 自分の中の未知の部分に触れることができると感じているから。 
 地域を活性化するために自分の良さを出す、理解するきっかけにしたい。 
 チラシに書いてある文句には興味があるものの、プログラム内容の詳細が不明であるた

め、現段階においては曖昧な解釈ゆえにどちらとも言えない。 
 特定の人以外と話すことが少ないので頑張りたいです。 
 どんなことをするのか未知なため。 
 何をやるかよく分からないから。 
 まだこのプログラムが何をするプログラムなのかプログラムを行う前なので、どちらと

も言えない。 
 やることが分かっていないから。 

  

－ 28 －

2．活動報告＜学内プログラム＞



中部大学 

 7 

 

 

 

フリーコメント 

 学科の友達に誘われた。 
 興味があったので参加しようと思った。 
 グループワークについて学べると聞いたから。 
 研究室で参加することになったため。 
 自主活動を行っているから。 
 ゼミ全員での参加だから。 
 ゼミでの参加。 
 先生からお誘いがあり、自分が成長できるきっかけになると思ったから。 
 先生から誘いがあったため参加を希望しました。 
 先生に誘われた。 
 先生に誘われたから。 
 先生に参加を促された。 
 先生に参加を勧められたため。 
 先生の勧め。 
 大学ゼミでの参加。 
 大学のゼミで紹介を受け参加。 
 地域活性化リーダーという資格を取得できると聞いたから。 
 地域活性化リーダーの資格が欲しいから。 
 地域貢献に興味があった。 

  

 

Ｑ２.ＰＢＬぎふゼミに参加を決めたきっかけは何ですか？ 

『ＰＢＬぎふゼミ』アンケート集計 

 6 

フリーコメント 

【やや期待している】 

 岐阜について学ぶことができる。 
 これから社会に出るときに強いリーダー性を発揮するため。 
 これからの社会に入った時に役立つと思ったから。 
 自分の個性や特徴を把握した上で、それを身近な地域の課題解決に活かすということに

興味を持てると思ったから。 
 自分の住んでいる地域が岐阜県であるからさらに自分の地域への理解を深められそうだ

から。 
 自分は自分から意見を発するのが苦手なのでこのゼミで少しでも力を伸ばせると思った

から。 
 社会で働くときに必要なコミュニケーション力を学べるから。 
 地域を活性化させるための知識を得ることができると思うから。 

 
【どちらともいえない】 

 具体的に何をやるのかいまいち分かっていない。 
 詳しい内容を知らないから。 
 自分の成長にどうつながるのかが分かっていないため。 
 自分の中の未知の部分に触れることができると感じているから。 
 地域を活性化するために自分の良さを出す、理解するきっかけにしたい。 
 チラシに書いてある文句には興味があるものの、プログラム内容の詳細が不明であるた

め、現段階においては曖昧な解釈ゆえにどちらとも言えない。 
 特定の人以外と話すことが少ないので頑張りたいです。 
 どんなことをするのか未知なため。 
 何をやるかよく分からないから。 
 まだこのプログラムが何をするプログラムなのかプログラムを行う前なので、どちらと

も言えない。 
 やることが分かっていないから。 

  

－ 29 －－ 28 －

2．活動報告＜学内プログラム＞



『ＰＢＬぎふゼミ』アンケート集計 

 8 

 

 

 

 

 

 

(%)

サンプル数
かなり身に

ついている

やや身に

ついている

どちらとも

いえない

あまり身に

ついて

いない

まったく身に

ついて

いない

無回答

主体性 19 0.0 42.1 42.1 15.8 0.0 0.0

働きかけ力 19 0.0 21.1 47.4 31.6 0.0 0.0

実行力 19 0.0 52.6 31.6 15.8 0.0 0.0

課題発見力 19 0.0 36.8 31.6 31.6 0.0 0.0

計画力 19 0.0 26.3 31.6 31.6 10.5 0.0

創造力 19 0.0 10.5 57.9 26.3 5.3 0.0

発信力 19 5.3 15.8 31.6 47.4 0.0 0.0

傾聴力 19 5.3 52.6 15.8 26.3 0.0 0.0

柔軟性 19 15.8 42.1 31.6 5.3 5.3 0.0

状況把握力 19 5.3 42.1 31.6 21.1 0.0 0.0

規律性 19 26.3 47.4 10.5 15.8 0.0 0.0

ストレスコントロール力 19 21.1 42.1 21.1 10.5 5.3 0.0

好奇心 19 15.8 36.8 36.8 10.5 0.0 0.0

持続力 19 10.5 42.1 36.8 10.5 0.0 0.0

楽観性 19 15.8 26.3 26.3 31.6 0.0 0.0

リスクテイキング 19 5.3 26.3 47.4 21.1 0.0 0.0

自分に対する自信 19 0.0 0.0 52.6 36.8 10.5 0.0

 

Ｑ３.それぞれの力や姿勢について、現在の自分にどれくらい身について 

いますか？ 

 

－ 30 －
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受講後アンケート 

『ＰＢＬぎふゼミ』アンケート集計 

 8 

 

 

 

 

 

 

(%)

サンプル数
かなり身に

ついている

やや身に

ついている

どちらとも

いえない

あまり身に

ついて

いない

まったく身に

ついて

いない

無回答

主体性 19 0.0 42.1 42.1 15.8 0.0 0.0

働きかけ力 19 0.0 21.1 47.4 31.6 0.0 0.0

実行力 19 0.0 52.6 31.6 15.8 0.0 0.0

課題発見力 19 0.0 36.8 31.6 31.6 0.0 0.0

計画力 19 0.0 26.3 31.6 31.6 10.5 0.0

創造力 19 0.0 10.5 57.9 26.3 5.3 0.0

発信力 19 5.3 15.8 31.6 47.4 0.0 0.0

傾聴力 19 5.3 52.6 15.8 26.3 0.0 0.0

柔軟性 19 15.8 42.1 31.6 5.3 5.3 0.0

状況把握力 19 5.3 42.1 31.6 21.1 0.0 0.0

規律性 19 26.3 47.4 10.5 15.8 0.0 0.0

ストレスコントロール力 19 21.1 42.1 21.1 10.5 5.3 0.0

好奇心 19 15.8 36.8 36.8 10.5 0.0 0.0

持続力 19 10.5 42.1 36.8 10.5 0.0 0.0

楽観性 19 15.8 26.3 26.3 31.6 0.0 0.0

リスクテイキング 19 5.3 26.3 47.4 21.1 0.0 0.0

自分に対する自信 19 0.0 0.0 52.6 36.8 10.5 0.0

 

Ｑ３.それぞれの力や姿勢について、現在の自分にどれくらい身について 

いますか？ 

 

－ 31 －－ 30 －
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とても

満足した
満足した

どちらとも

いえない

あまり満足

しなかった

ぜんぜん満足

しなかった
無回答

11 8 0 0 0 0

57.9 42.1 0.0 0.0 0.0 0.0

(上段：人，下段：％）

満足度

全体 19

 

Ｑ１．このプログラムに満足しましたか？それはなぜですか？ 

 

－ 32 －
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フリーコメント 

【とても満足した】 

 グループワークが思ってたよりもだいぶ面白かった。 
 コミュニケーションについていろいろ知る部分が多かったので、討論する際などに大学

生活や企業などで役立つ部分が多かったと考えたから。 
 最初はどうなんだろうと不安な所もあったけれど、ふたを開けてみれば、自分にとって

プラスでしかなかったから。 
 自身を見つめる数少ない機会だったから。 
 しっかり話し合いに入ることができ、また自分の持ち味・足りない所を確認できたから。 
 初対面の人や他の学科の人などと話すことができてとても楽しかった。 
 知らない人とでもうまく課題を解決することができた。 
 先輩方にも自分の意見を伝えられたし、自分を知ることができました。 
 楽しかったです。 
 話す能力を身につけることができた。 
 人と話すときの苦手意識が少し軽減されたと思います。 

 
【満足した】 

 あまりない機会だったから。 
 グループという大人数の中で話し合ったり、自分の意見を伝えることができた。 
 様々なプログラムを通して、自分自身が持っている本来の姿と認識することができた。 
 存外楽しんで取り組めた。 
 楽しくコミュニケーションやグループワークについて学べた。 
 楽しく話すことができたから。 
 違った(知らなかった)自分に会えたから。 
 皆と意見を言い合う事ができたから。 

  

『ＰＢＬぎふゼミ』アンケート集計 

 10 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
  

とても

満足した
満足した

どちらとも

いえない

あまり満足

しなかった

ぜんぜん満足

しなかった
無回答

11 8 0 0 0 0

57.9 42.1 0.0 0.0 0.0 0.0

(上段：人，下段：％）

満足度

全体 19

 

Ｑ１．このプログラムに満足しましたか？それはなぜですか？ 

 

－ 33 －－ 32 －
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いっぱい

あった

多少は

あった

どちらとも

いえない

あまり

なかった

全く

なかった
無回答

5 12 1 1 0 0

26.3 63.2 5.3 5.3 0.0 0.0

(上段：人，下段：％）

自分自身への

新たな発見

全体 19

 

Ｑ２．このプログラムを受け、自分自身に対して、新たな発見がありましたか？ 

それはどんな点ですか？ 

－ 34 －
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フリーコメント 

【いっぱいあった】 

 意見交換の場が少ない中で、色んな人と話し合いを行い、新たな観点から物事が見れた。 
 自分の長所・短所が分かった。 
 自分の持ち味・魅力・足りない部分・伸ばすと良い所。 
 初対面の人とでもうまくコミュニケーションが取れる。 
 他人が考えたことに対して自分が考えたことや、全く立場が違う人の考えを受け入れて、

自身も発言できたこと。 
 
【多少はあった】 

 意外に積極的に意見を言うことができた。 
 いろいろな点をグループの人から教えてもらいました。 
 頑張ればこんなに初めて会う人とも話せるのだと自分でもびっくりしました。 
 コメントカードに書かれていたことで、自分では気付いていない部分が初対面の人に教

えてもらった。 
 自分はあまり積極的に発言する方ではないと思っていたけれど思ったよりも積極的なの

かもしれない。 
 初対面の人にもちゃんと意見を言えた。 
 積極性があることを発見できた。 
 話し合いを全体的に見れていた。 
 分析力と発言の正確さ。 
 まだまだ意見を話せない場面があると思いました。しかし、伝えたいことは相手に伝わ

っていたと思います。 
 物事に対して冷静に判断していたことを知った。 
 ライフポジションや学習スタイルで自分自身に対して知ることがあったので、新たな発

見があった。 
 
【どちらともいえない】 

 大体自分で思っていた通りの性格をしていた。 
 

  

『ＰＢＬぎふゼミ』アンケート集計 

 12 

 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 
  

いっぱい

あった

多少は

あった

どちらとも

いえない

あまり

なかった

全く

なかった
無回答

5 12 1 1 0 0

26.3 63.2 5.3 5.3 0.0 0.0

(上段：人，下段：％）

自分自身への

新たな発見

全体 19

 

Ｑ２．このプログラムを受け、自分自身に対して、新たな発見がありましたか？ 

それはどんな点ですか？ 

－ 35 －－ 34 －
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いっぱい

あった

多少は

あった

どちらとも

いえない

あまり

なかった

全く

なかった
無回答

9 8 2 0 0 0

47.4 42.1 10.5 0.0 0.0 0.0

(上段：人，下段：％）

他者理解に変化

全体 19

 

Ｑ３．このプログラムを受け、「相手のことを知る」ことに変化がありましたか？ 

    それはどんな点ですか？ 

－ 36 －
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フリーコメント 

【いっぱいあった】 

 相手がどのように見てどのように考えているのかという観点により、重要性を見出すこ

とができた。 
 相手が話している最中など表情から「この人は今何を考えているのか」や、どんな人な

んだろうと考え、その上でその人と関わっていくということをしましたが、その方が話

題も振りやすく話も弾み、自分の中で良い方向に変化した。 
 相手のことを知ることで、相手がどういう性格の人なのか分かり、上手くコミュニケー

ションが取れる。 
 記者会見等で相手のことを深く知ることでグループワークでは緊張せずに話せました。 
 自分と違う意見があり、人と話すことは自分の力になるのだと思いました。 
 自分にはなかった意見を聞き入れるようにしようと思った。 
 話したり聴いたりすることが大切。 
 見た目だけでは分からないことがある。 
 より相手を詳しく観察するようになった。 

 
【多少はあった】 

 「総当たりインタビュー」で一つの話題から広げていって時間をつなげるということを

やったので、深く知れたと思う。 
 相手が話していることについて聴くを心で感じたから。 
 相手を知らなければ深い所までの話し合いができない。相手をもっと知ることが大事で

あると思った。 
 相手を理解しようとする姿勢が分かった。 
 言葉だけでなく表情などもすごく大切になってくると分かった。 
 自己紹介だけでなくいろいろ話し合いをしていくことで見えてくる部分もあることが分

かった。 
 しっかりと相手の意見を聞けた。 
 話を聴く姿勢は多少変えられたと思う。 

 
【どちらともいえない】 

 自分が主張することが多かったが、他人の意見にも耳をかたむけることができた。 
 わりと観察して相手のことを探っていた。 

  

『ＰＢＬぎふゼミ』アンケート集計 
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いっぱい

あった

多少は

あった

どちらとも

いえない

あまり

なかった

全く

なかった
無回答

9 8 2 0 0 0

47.4 42.1 10.5 0.0 0.0 0.0

(上段：人，下段：％）

他者理解に変化

全体 19

 

Ｑ３．このプログラムを受け、「相手のことを知る」ことに変化がありましたか？ 

    それはどんな点ですか？ 

－ 37 －－ 36 －
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とてもよく

わかって

もらえた

わかって

もらえた

どちらとも

いえない

あまり

わかってもら

えなかった

全く

わかってもら

えなかった

無回答

4 12 3 0 0 0

21.1 63.2 15.8 0.0 0.0 0.0

(上段：人，下段：％）

自分のことをわかって

もらえたか

全体 19

 

Ｑ４.このプログラムで、グループのメンバーに自分のことをわかってもらえまし

たか？それはどんな点ですか？ 

 

－ 38 －
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フリーコメント 

【とてもよくわかってもらえた】 

 明るいところなど。 
 自信をもって発言できる。 
 とても冷静な点や分析力などのプラス面、発言の少なさや前に出る勇気のなさといった

マイナス面。 
 なかなか先輩の前で話せなかったことです。 

 
【わかってもらえた】 

 打ち解けるのが早いこと、意外とリーダーシップに向いているということ。 
 最後のプレゼントカードからも自分の悪い所など見抜かれていたのでその分良い所も分

かってもらえたんだなと感じました。 
 自分から言いたいことをしっかり発言できたと思うので分かっていただけたと思います。 
 自分自身の持ち味をグループのメンバーにも上手く理解してもらえたのではないかと思

う。 
 自分の意見の特徴など。 
 自分の意見をしっかり述べること。 
 性格を知ってもらえた。 
 プレゼントカードにもっと意見を言ってほしいという言葉がたくさんあり、その通りな

ので多少は理解してくれたのだろうと思う。 
 周りに合わせてしまう所。 
 冷静でしっかりと自分が思っていることを伝えることができた。 
 わかってもらいました。 
 私が人をまとめるときに自分でも失敗したなとか、苦手だと思っていることについて言

ってもらえた点。 
 
【どちらともいえない】 

 議論中に自分で話すことに熱中しすぎる点。 
 自分がどんな人か逆に教えてもらいました。 
 楽しく話しているのは伝わったと思う。 
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とてもよく

わかって

もらえた

わかって

もらえた

どちらとも

いえない

あまり

わかってもら

えなかった

全く

わかってもら

えなかった

無回答

4 12 3 0 0 0

21.1 63.2 15.8 0.0 0.0 0.0

(上段：人，下段：％）

自分のことをわかって

もらえたか

全体 19

 

Ｑ４.このプログラムで、グループのメンバーに自分のことをわかってもらえまし

たか？それはどんな点ですか？ 

 

－ 39 －－ 38 －

2．活動報告＜学内プログラム＞
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とても

変化しそう

多少は

変化しそう

どちらとも

いえない

あまり

変化しない

全く

変化しない
無回答

2 14 2 1 0 0

10.5 73.7 10.5 5.3 0.0 0.0

(上段：人，下段：％）

授業への取り組み姿勢に

変化がおきそう

全体 19

 

Ｑ５．このプログラムを受け、普段の授業への取り組み姿勢に変化がおきそうで

すか？どんな変化ですか？ 

－ 40 －
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フリーコメント 

【とても変化しそう】 

 自分の意見を持ち、人と共有できる。 
 知らない人に自分から話してみたりすることができる。 

 

【多少は変化しそう】 

 期待して聞くということは普段でもできるため、今までとはまた違う授業の受け方がで

きそうだなととても楽しみです。 
 グループワークがあれば自分から発言していきたい。 
 グループワークで自分の意見をはっきりと言えそうです。 
 心の持ちよう。 
 しっかりと物事を考えながら人の話を聞けそう。 
 授業への取り組みは授業ではグループになり話し合うことはあまりないので、講義では

なく実習やゼミで活かせそうな気がした。 
 積極性を活かして意見を述べたい。 
 ゼミと卒研しかないけど頑張ろうと思った。 
 先生の話を聞くだけの授業ではなく、それにつながる流れなどを考えながら聞きたいと

思います。 
 ただ先生の話を聞くだけでなく、授業の内容を友達や先生と話し合うことも大切だと思

った。 
 発言をするようになるかもしれない。 
 発表の場が多くなるとどういう取り組みをしてきたとかどういう考え方を持っているの

だろうかなど変化しそうである。 
 話を聴く姿勢。 
 もう少し人と会話することが増えそう。 

 
【どちらともいえない】 

 自分だけで決めず、話し合うようにしたい。 
 話し合いがあれば積極的に発言したいなと思った。 

 
【あまり変化しない】 

 迷った時に他人と話すようにしたい。 
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とても

変化しそう

多少は

変化しそう

どちらとも

いえない

あまり

変化しない

全く

変化しない
無回答

2 14 2 1 0 0

10.5 73.7 10.5 5.3 0.0 0.0

(上段：人，下段：％）

授業への取り組み姿勢に

変化がおきそう

全体 19

 

Ｑ５．このプログラムを受け、普段の授業への取り組み姿勢に変化がおきそうで

すか？どんな変化ですか？ 

－ 41 －－ 40 －

2．活動報告＜学内プログラム＞
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とても

変化しそう

多少は

変化しそう

どちらとも

いえない

あまり

変化しない

全く

変化しない
無回答

5 9 4 1 0 0

26.3 47.4 21.1 5.3 0.0 0.0

(上段：人，下段：％）

今後の学生生活に

変化がおきそう

全体 19

 

Ｑ６．このプログラムを受け、今後の学生生活に変化がおきそうですか？  

   どんな変化ですか？ 

－ 42 －

2．活動報告＜学内プログラム＞



中部大学 

 21 

フリーコメント 

【とても変化しそう】 

 色々なことに積極的になれそう。 
 コミュニケーションを頑張って取りに行けそう。 
 資格取得に 1 歩進んだと思います。また、先輩にも自分の意見等を話せそうです。 
 友達が増えそう。 
 全く知らない人と二日間過ごし、とても仲良くなれたし発言もたくさんできました。自

分に自信をつけることができたので、今後討論・初対面の人など率先して話していける

と思います。 
 

【多少は変化しそう】 

 色々なことに積極的になれそう。 
 色々な人とコミュニケーションが取れそう。 
 今後もこういったプログラムに参加したいと考えたし、してみたいと思いました。 
 自分に自信を持って物事に取り組めそう。 
 自分の弱点が分かったのでそれをつぶしていけるように変化したい。 
 自分の良さ・いけない所を理解できたので、あと 1 年と半年の中で良い所は伸ばし、い

けない所は改善していきたいと思います。 
 積極性の他の所でも活かしていけると思うから。 
 ゼミナールへ配属される後輩への関わり方が変わりそうと思います。 
 残り短い学生生活ではあるが、今できるうちに矯正なり自分のスキルアップにつなげた

い。 
 
【どちらともいえない】 

 自分が自身の改善したい点を再認できた。 
 正直な所、このプログラムで自分自身が意識的に理解したという訳でなく、無意識の内

に変化したという方が正しく感じたので、実感があまりないものの期待はしている。 
 生活の変化はあまりなさそう。 
 周りの意見をしっかりと聞くようにしたい。 

 
【あまり変化しない】 

 いつも通りの日常を過ごすと思います。 
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とても

変化しそう

多少は

変化しそう

どちらとも

いえない

あまり

変化しない

全く

変化しない
無回答

5 9 4 1 0 0

26.3 47.4 21.1 5.3 0.0 0.0

(上段：人，下段：％）

今後の学生生活に

変化がおきそう

全体 19

 

Ｑ６．このプログラムを受け、今後の学生生活に変化がおきそうですか？  

   どんな変化ですか？ 

－ 43 －－ 42 －
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(%)

サンプル数
かなり身に

ついている

やや身に

ついている

どちらとも

いえない

あまり身に

ついていない

まったく身に

ついていない
無回答

主体性 19 15.8 68.4 10.5 5.3 0.0 0.0

働きかけ力 19 26.3 52.6 15.8 5.3 0.0 0.0

実行力 19 21.1 63.2 15.8 0.0 0.0 0.0

課題発見力 19 15.8 57.9 26.3 0.0 0.0 0.0

計画力 19 10.5 52.6 36.8 0.0 0.0 0.0

創造力 19 15.8 57.9 21.1 5.3 0.0 0.0

発信力 19 21.1 36.8 36.8 5.3 0.0 0.0

傾聴力 19 47.4 36.8 15.8 0.0 0.0 0.0

柔軟性 19 26.3 36.8 21.1 15.8 0.0 0.0

状況把握力 19 31.6 47.4 10.5 10.5 0.0 0.0

規律性 19 26.3 52.6 10.5 10.5 0.0 0.0

ストレスコントロール力 19 21.1 42.1 10.5 21.1 0.0 5.3

好奇心 19 36.8 36.8 26.3 0.0 0.0 0.0

持続力 19 10.5 57.9 21.1 10.5 0.0 0.0

楽観性 19 31.6 36.8 31.6 0.0 0.0 0.0

リスクテイキング 19 15.8 47.4 26.3 10.5 0.0 0.0

自分に対する自信 19 15.8 42.1 26.3 15.8 0.0 0.0

 

Ｑ７.このプログラムを通じて、どのような力や姿勢が身についたと思いますか？    

－ 44 －
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興味のあるプロジェクト（複数回答可）

件数 ％

企業向け成果発表会 0 0.0

岐阜企業展 6 31.6

サマースクールin西濃 1 5.3

企業見学会 7 36.8

地域活性型インターンシップ 2 10.5

フィールド活動＠ぎふ 7 36.8

不明 5 26.3

全体 19 100.0

 

Ｑ８.「地域活性化リーダー」に向けた活動で、興味のあるプロジェクトは 

何ですか？（複数回答可） 
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(%)

サンプル数
かなり身に

ついている

やや身に

ついている

どちらとも

いえない

あまり身に

ついていない

まったく身に

ついていない
無回答

主体性 19 15.8 68.4 10.5 5.3 0.0 0.0

働きかけ力 19 26.3 52.6 15.8 5.3 0.0 0.0

実行力 19 21.1 63.2 15.8 0.0 0.0 0.0

課題発見力 19 15.8 57.9 26.3 0.0 0.0 0.0

計画力 19 10.5 52.6 36.8 0.0 0.0 0.0

創造力 19 15.8 57.9 21.1 5.3 0.0 0.0

発信力 19 21.1 36.8 36.8 5.3 0.0 0.0

傾聴力 19 47.4 36.8 15.8 0.0 0.0 0.0

柔軟性 19 26.3 36.8 21.1 15.8 0.0 0.0

状況把握力 19 31.6 47.4 10.5 10.5 0.0 0.0

規律性 19 26.3 52.6 10.5 10.5 0.0 0.0

ストレスコントロール力 19 21.1 42.1 10.5 21.1 0.0 5.3

好奇心 19 36.8 36.8 26.3 0.0 0.0 0.0

持続力 19 10.5 57.9 21.1 10.5 0.0 0.0

楽観性 19 31.6 36.8 31.6 0.0 0.0 0.0

リスクテイキング 19 15.8 47.4 26.3 10.5 0.0 0.0

自分に対する自信 19 15.8 42.1 26.3 15.8 0.0 0.0

 

Ｑ７.このプログラムを通じて、どのような力や姿勢が身についたと思いますか？    

－ 45 －－ 44 －
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フリーコメント（Ｑ１の満足度別） 

【とても満足した】 

 1 つ 1 つの課題でどのようなことが発見できるのかわかりました。とても分かりやすく

楽しかったです。 
 明るくて楽しいと感じました。 
 いきいきと今回のプログラムについて教えてくださったので、話を聞いていると明るい

気持ちになって自分たちにもこのプログラムがちゃんとできそうと前向きに頑張れまし

た。また、様子を見に来てくれた際、本当に意見に対し何かを言うことがなかったので

自分たちの力だけで課題を達成しなくてはという力につながりました。 
 関西人はどうして人を笑わせるのが上手か知りたいです。 
 コミュニケーションのことなどについて分かりやすく解説をしていただいたのでとても

自分自身の力になったと思う。 
 実習以外の話の時は自分たちが退屈にならないように話を盛り上げていた。とても面白

い講師だなと感じました。 
 説明をする時や講義をする上で声のトーンや態度を変化することでより自分達が理解す

ることができやすかったと思います。 
 とても話やすくてとても聞きやすかった。講師の方から心を開いてくれたので自分なり

に聞く耳がたてた。 
 とても分かりやすいプログラムでした。グループの人と協力したりすることがちゃんと

できました。ありがとうございました。 
 話が分かりやすく聞きやすかった。 
 優しく、生徒には強制せずに自ら考えて行動するシステムで、とても成長できたと思い

ます。 
 
【満足した】 

 基本的にテンションが高く、話に緩急があったので話の上手な人だとは思いました。ま

た、個々(参加者)に対する気配りを見れる一面もあった。さらに、プレゼントカードの説

明の際にあまり多く会話をしていないだろう参加者に向けてプレゼントカードの内容を

用意していたあたり、かなりの観察力の持ち主だと思いました。 
 興味深いプログラムや自分自身の改善点の発見、現状を上手く理解させ、どうするべき

かを説いてくれたともう。 
 例えがあったりと話が分かりやすくてイメージしやすかった。 
 とても聞きやすくていい講師だと思った。 
 話し方が面白く、聞いていて楽しかったです。 
 話し方が上手だなと感じた。ただただ真面目な話をするだけでなくおもしろいところを

 

Ｑ９．このプログラムの講師について感じたことを自由にお書きください 

－ 46 －
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つくって相手(聞き手)を自分に向けるのがとてもうまいと感じました。 
 話しやすかった。 
 分かりやすいし面白い人だと感じた。 
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フリーコメント（Ｑ１の満足度別） 

【とても満足した】 

 1 つ 1 つの課題でどのようなことが発見できるのかわかりました。とても分かりやすく

楽しかったです。 
 明るくて楽しいと感じました。 
 いきいきと今回のプログラムについて教えてくださったので、話を聞いていると明るい

気持ちになって自分たちにもこのプログラムがちゃんとできそうと前向きに頑張れまし

た。また、様子を見に来てくれた際、本当に意見に対し何かを言うことがなかったので

自分たちの力だけで課題を達成しなくてはという力につながりました。 
 関西人はどうして人を笑わせるのが上手か知りたいです。 
 コミュニケーションのことなどについて分かりやすく解説をしていただいたのでとても

自分自身の力になったと思う。 
 実習以外の話の時は自分たちが退屈にならないように話を盛り上げていた。とても面白

い講師だなと感じました。 
 説明をする時や講義をする上で声のトーンや態度を変化することでより自分達が理解す

ることができやすかったと思います。 
 とても話やすくてとても聞きやすかった。講師の方から心を開いてくれたので自分なり

に聞く耳がたてた。 
 とても分かりやすいプログラムでした。グループの人と協力したりすることがちゃんと

できました。ありがとうございました。 
 話が分かりやすく聞きやすかった。 
 優しく、生徒には強制せずに自ら考えて行動するシステムで、とても成長できたと思い

ます。 
 
【満足した】 

 基本的にテンションが高く、話に緩急があったので話の上手な人だとは思いました。ま

た、個々(参加者)に対する気配りを見れる一面もあった。さらに、プレゼントカードの説

明の際にあまり多く会話をしていないだろう参加者に向けてプレゼントカードの内容を

用意していたあたり、かなりの観察力の持ち主だと思いました。 
 興味深いプログラムや自分自身の改善点の発見、現状を上手く理解させ、どうするべき

かを説いてくれたともう。 
 例えがあったりと話が分かりやすくてイメージしやすかった。 
 とても聞きやすくていい講師だと思った。 
 話し方が面白く、聞いていて楽しかったです。 
 話し方が上手だなと感じた。ただただ真面目な話をするだけでなくおもしろいところを

 

Ｑ９．このプログラムの講師について感じたことを自由にお書きください 

－ 47 －－ 46 －
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フリーコメント（Ｑ１の満足度別） 

【とても満足した】 

 1～4 年生色々な幅の人がいるんだと感じました。 
 2 日間最初は不安でしたが、頑張ることができました。ありがとうございました! 
 2 日間やってみてとても楽しかったです。 
 こういったグループワークはやらないと楽しさや面白さを感じないんだと思った。 
 コミュニケーションとは何かがわかってよかった。 
 最初は長い二日間だと思っていたけれど、終わってみたらすぐで、もっと続けたいとも

思いました。自分に力がつくことばかりなのに楽しいプログラムでした。 
 自己理解・自分の知らない力や足りない力を再確認することができました。 
 自分自身に見つかることはないだろうと思った性格について、意外にも相手にしゃべっ

ていけるんだと感じました。 
 自分の弱い部分や強い部分を知ることができた。 
 楽しかったです。グループの人とも仲良くなれたと思います。 
 とても良いプログラムだと思うのでもっと生徒に勧めた方が良いと思った。 

 
【満足した】 

 2 日という長い時間を用いて、改めて人は己と他者を理解しようとすることの大切さを

学んだ。 
 色々な人とコミュニケーションとれて良いなあと思った。 
 他学科の人ばかりで緊張していたが話し合いや課題にみんなで取り組むことで徐々に和

んでいき、いろんな話ができた。 
 楽しく学ぶことができました。 
 とても良い機会だと感じた。 
 人と意見を交えながら討論するのは楽しかった。 
 悪いことかはわからないが、少々時間が長いと思った。 

 
  

 

Ｑ10．このプログラムについて感じたこと、気づいた点などを自由にお書きくだ

さい 

－ 48 －
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受講前・受講後比較 

(社会人基礎力) 
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フリーコメント（Ｑ１の満足度別） 

【とても満足した】 

 1～4 年生色々な幅の人がいるんだと感じました。 
 2 日間最初は不安でしたが、頑張ることができました。ありがとうございました! 
 2 日間やってみてとても楽しかったです。 
 こういったグループワークはやらないと楽しさや面白さを感じないんだと思った。 
 コミュニケーションとは何かがわかってよかった。 
 最初は長い二日間だと思っていたけれど、終わってみたらすぐで、もっと続けたいとも

思いました。自分に力がつくことばかりなのに楽しいプログラムでした。 
 自己理解・自分の知らない力や足りない力を再確認することができました。 
 自分自身に見つかることはないだろうと思った性格について、意外にも相手にしゃべっ

ていけるんだと感じました。 
 自分の弱い部分や強い部分を知ることができた。 
 楽しかったです。グループの人とも仲良くなれたと思います。 
 とても良いプログラムだと思うのでもっと生徒に勧めた方が良いと思った。 

 
【満足した】 

 2 日という長い時間を用いて、改めて人は己と他者を理解しようとすることの大切さを

学んだ。 
 色々な人とコミュニケーションとれて良いなあと思った。 
 他学科の人ばかりで緊張していたが話し合いや課題にみんなで取り組むことで徐々に和

んでいき、いろんな話ができた。 
 楽しく学ぶことができました。 
 とても良い機会だと感じた。 
 人と意見を交えながら討論するのは楽しかった。 
 悪いことかはわからないが、少々時間が長いと思った。 

 
  

 

Ｑ10．このプログラムについて感じたこと、気づいた点などを自由にお書きくだ

さい 
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受講前A 受講後B 差（B-A）

主体性 42.1 84.2 42.1

働きかけ力 21.1 78.9 57.9

実行力 52.6 84.2 31.6

課題発見力 36.8 73.7 36.8

計画力 26.3 63.2 36.8

創造力 10.5 73.7 63.2

発信力 21.1 57.9 36.8

傾聴力 57.9 84.2 26.3

柔軟性 57.9 63.2 5.3

状況把握力 47.4 78.9 31.6

規律性 73.7 78.9 5.3

ストレスコントロール力 63.2 63.2 0.0

好奇心 52.6 73.7 21.1

持続力 52.6 68.4 15.8

楽観性 42.1 68.4 26.3

リスクテイキング 31.6 63.2 31.6

自分に対する自信 0.0 57.9 57.9

身についているA－B

 

受講前Ｑ：それぞれの力や姿勢について、現在の自分にどれくらい身についてい

ると思いますか？ 

受講後Ｑ：このプログラムを通じて、どのような力や姿勢が身についたと思いま

すか？ 
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受講前C 受講後D 差（D-C）

主体性 15.8 5.3 -10.5

働きかけ力 31.6 5.3 -26.3

実行力 15.8 0.0 -15.8

課題発見力 31.6 0.0 -31.6

計画力 42.1 0.0 -42.1

創造力 31.6 5.3 -26.3

発信力 47.4 5.3 -42.1

傾聴力 26.3 0.0 -26.3

柔軟性 10.5 15.8 5.3

状況把握力 21.1 10.5 -10.5

規律性 15.8 10.5 -5.3

ストレスコントロール力 15.8 21.1 5.3

好奇心 10.5 0.0 -10.5

持続力 10.5 10.5 0.0

楽観性 31.6 0.0 -31.6

リスクテイキング 21.1 10.5 -10.5

自分に対する自信 47.4 15.8 -31.6

身についていないC－D

『ＰＢＬぎふゼミ』アンケート集計 

 28 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

受講前A 受講後B 差（B-A）

主体性 42.1 84.2 42.1

働きかけ力 21.1 78.9 57.9

実行力 52.6 84.2 31.6

課題発見力 36.8 73.7 36.8

計画力 26.3 63.2 36.8

創造力 10.5 73.7 63.2

発信力 21.1 57.9 36.8

傾聴力 57.9 84.2 26.3

柔軟性 57.9 63.2 5.3

状況把握力 47.4 78.9 31.6

規律性 73.7 78.9 5.3

ストレスコントロール力 63.2 63.2 0.0

好奇心 52.6 73.7 21.1

持続力 52.6 68.4 15.8

楽観性 42.1 68.4 26.3

リスクテイキング 31.6 63.2 31.6

自分に対する自信 0.0 57.9 57.9

身についているA－B

 

受講前Ｑ：それぞれの力や姿勢について、現在の自分にどれくらい身についてい

ると思いますか？ 

受講後Ｑ：このプログラムを通じて、どのような力や姿勢が身についたと思いま

すか？ 
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受講前E 受講後F 差（F-E）

主体性 0.26 0.95 0.68

働きかけ力 -0.11 1.00 1.11

実行力 0.37 1.05 0.68

課題発見力 0.05 0.89 0.84

計画力 -0.26 0.74 1.00

創造力 -0.26 0.84 1.11

発信力 -0.21 0.74 0.95

傾聴力 0.37 1.32 0.95

柔軟性 0.58 0.74 0.16

状況把握力 0.32 1.00 0.68

規律性 0.84 0.95 0.11

ストレスコントロール力 0.63 0.67 0.04

好奇心 0.58 1.11 0.53

持続力 0.53 0.68 0.16

楽観性 0.26 1.00 0.74

リスクテイキング 0.16 0.68 0.53

自分に対する自信 -0.58 0.58 1.16

加重平均値
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受講前E 受講後F 差（F-E）

主体性 0.26 0.95 0.68

働きかけ力 -0.11 1.00 1.11

実行力 0.37 1.05 0.68

課題発見力 0.05 0.89 0.84

計画力 -0.26 0.74 1.00

創造力 -0.26 0.84 1.11

発信力 -0.21 0.74 0.95

傾聴力 0.37 1.32 0.95

柔軟性 0.58 0.74 0.16

状況把握力 0.32 1.00 0.68

規律性 0.84 0.95 0.11

ストレスコントロール力 0.63 0.67 0.04

好奇心 0.58 1.11 0.53

持続力 0.53 0.68 0.16

楽観性 0.26 1.00 0.74

リスクテイキング 0.16 0.68 0.53

自分に対する自信 -0.58 0.58 1.16

加重平均値

                            

                            

                            

                           

                           

（４） 企業現場教育 
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訪問企業 一覧（平成29年度）

Ｎｏ 対象学科 訪問先 掲載ページ

1 機械工学科 コダマ樹脂工業(株)　横井工場・池田工場 55

2 建築学科 美濃市うだつの町並み、中部電力　奥美濃水力発電所 56

3 応用化学科 岐阜プラスチック工業(株)　TECCELL事業部 57

4 電気システム工学科 ダイオーエンジニアリング（株）　可児工場 58

5 電子情報工学科 イビデン(株) 59

6 電子情報工学科 メイラ(株)　関工場 60

7 都市建設工学科

(都)長良川糸貫線 橋梁上部工工事、
（（株）安部日鋼工業、昭和コンクリート工業（株））
新堀川排水機場
（国土交通省 中部地方整備局 木曽川上流河川事務所）

61

8 情報工学科 (株)セイノー情報サービス　ソフトピア事業所 62

Ｎｏ 対象学科 訪問先 掲載ページ

1 経営総合学科 (株)オンダ製作所 63

Ｎｏ 対象学科 訪問先 掲載ページ

1 コミュニケーション学科 岐阜放送、岐阜新聞 64

Ｎｏ 対象学科 訪問先 掲載ページ

1
応用生物化学科
環境生物科学科
食品栄養科学科

(株)ミツカンサンミ 美濃加茂工場、
キッコーマンソイフーズ(株)岐阜工場

65

2
応用生物化学科
環境生物科学科
食品栄養科学科

(株)岐阜セラツク製造所、
エイキット(株)岐阜工場

66

3
応用生物化学科
環境生物科学科
食品栄養科学科

生活協同組合 コープぎふ(本社)、
エーザイ(株)川島工園

67

4
応用生物化学科
環境生物科学科
食品栄養科学科

(株)秋田屋本店　洞戸工場 68

5
応用生物化学科
環境生物科学科
食品栄養科学科

ツキオカフィルム製薬(株)、
岐阜県公衆衛生検査センター

69

6
応用生物化学科
環境生物科学科
食品栄養科学科

(株)サラダコスモ／ちこり村、中津川サラダ農園 70

7
応用生物化学科
環境生物科学科
食品栄養科学科

天野エンザイム(株)岐阜研究所 71

8
応用生物化学科
環境生物科学科
食品栄養科学科

美濃酪農農業協同組合連合会 72

9
応用生物化学科
環境生物科学科
食品栄養科学科

アピ(株)池田工場、
EW Nutrition japan 岐阜免疫研究所

73

応用生物学部

人文学部

経営情報学部

工学部
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Ｎｏ 対象学科 訪問先 掲載ページ

1 スポーツ保健医療学科 (株)今仙技術研究所 74

Ｎｏ 対象学科 訪問先 掲載ページ

1
幼児教育学科
現代教育学科

(株)文溪堂 75

Ｎｏ 対象学科 訪問先 掲載ページ

1 キャリア形成支援プログラム (株)アイコットリョーワ 76

その他

生命健康科学部

現代教育学部
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企業現場教育 報告書 

実施日 ２０１７年 ７月 ２４日 （ 金 ） 

訪問先企業名 コダマ樹脂工業株式会社 横井工場・池田工場 

参加者 工学部 機械工学科 ４年生 参加人数 １６名 （うち引率 １名） 

引率者氏名 鈴木 浩文 （工学部 機械工学科 教授） 

内 容 

 

・会社概要、ブロー成形による樹脂容器の技術的説明があった。（写真1） 

・雨水備蓄タンク、半導体製造試薬容器など、地域・活性化を目指した製品の研究開

発についての説明があった。（写真2） 

・製造現場におけるリスク予防管理に関する企業としての説明があった。（写真1） 

・阪神淡路、東日本、熊本震災において飲料水用容器、トイレ、燃料の輸送のための

貢献などについて説明が有り、失敗談、その積み重ねによる改善などの地域貢献、

リスク予防管理についての実施例を聞いた。（写真1） 

 

・自社製品におけるCO2排出量などが計算され、CO2削減のための取り組みが十分に 

行われている優良企業であることがわかった。 

  

   写真1 会社概要，技術の説明     写真2 工場見学（クリーンルーム） 
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企業現場教育 報告書 

実施日 ２０１７年 ８月 １４日 （ 月 ） 

訪問先企業名 美濃市うだつの町並み、中部電力 奥美濃水力発電所 

参加者   工学部 建築学科 ３年生 参加人数 ２０名 （うち引率 ２名） 

引率者氏名 

山羽 基（工学部 建築学科 教授） 

横江 彩（工学部 建築学科 助教） 

内 容 

＜美濃市うだつの町並み見学＞ 

日本の伝統的住宅の防火壁として形成された「うだつ」を保存した地元の伝統的建築、

伝統産業である製紙業を観光資源として生かした地域活性化の事例について学習し

た。また、うだつに造営に費用がかかることから、「うだつが上がらない」が生活や

地位が向上しないことを示すことの語源となったことを学んだ。 

＜中部電力奥美濃発電所＞ 

夜間電力を利用して水を汲み上げ電力需要に合わせて放電する揚水発電の仕組みと

社会的意義について説明を受けた。発電所は揚水発電の下池にあり、ダムとダム湖を

見た後、地下発電所を見学した。6 台の発電機で 150 万 kW の最大出力を持つ発電施

設の発電機の流量制御機構、発電機シャフトを見た。運用は無人で行われていること、

全出力まで 2分で立ち上がること、現場の制御卓の機能などの説明を受けた。当日は、

定期点検が行われており、発電機の交換部品、重機、資材などが安全に考慮して設置

されていることを学習した。 

   
美濃市うだつの町並み            奥美濃発電所 ダム上部 

 奥美濃発電所 地下発電所内部 
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企業現場教育 報告書 

実施日 ２０１７年 ８月 ２９日 （ 火 ） 

訪問先企業名 岐阜プラスチック工業株式会社 ＴＥＣＣＥＬＬ事業部 

参加者 
工学部 応用化学科 

１～４年生 
参加人数 ２７名 （うち引率 １名） 

引率者氏名 籔内 一博 （工学部 応用化学科 准教授） 

内 容 

 

会議室において、会社概要や当工場で製造しているテクセルを中心とした製品・技術の

説明を受けた。その後、ショールームに移動し、テクセルの実物およびそれを利用した製品

（消音機能等）を実際に体験した。 

 続いて、製造現場である工場の見学を行った。安全確保のため帽子を着用し、敷地内に

ある 4 棟のうち 3 棟を見学した。主に、出来上がった板状のテクセルを加工する現場（切

断、圧着、成型など）やテクセルを構成するシート状の樹脂を製造する押し出し装置を見学

した。 

 見学後、会議室に戻り、約 15 分間、質疑応答を行った。 

テクセルに関するものから安全管理に関するものまで幅広く質問が出た。 
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企業現場教育 報告書 

実施日 ２０１７年 ９月 ４日 （ 月 ） 

訪問先企業名 ダイオーエンジニアリング（株）可児工場 

参加者 

工学部 電気システム工学科３年生

工学研究科大が員博士後期および

修士課程学生 

参加人数  １４名 （うち引率 ２名） 

引率者氏名 
廣塚 功 （工学部 電気システム工学科 教授） 

松本 純 （工学部 電気システム工学科 助教） 

内 容 

 

大王製紙 可児工場において、機器のメンテンナンスなどを行っている掲題の会社見学を

行った。可児工場においては様々な紙製品をチップ（木片）から出荷状態に至るまでの一

貫生産を行っており、今回はトイレットペーパーおよびティッシュペーパーの製造工程を見

学した。製紙機は非常に大きく、また、原紙ローラーは直径 2m、重量 10ｔ以上であり、トイレ

ットペーパーやティッシュペーパーの最終段階では 100m／分以上の高速で紙を流してい

る。また、製紙状況によっては紙の粉塵が工場内を舞っており、火気厳禁であることはもち

ろん、床に溜まった紙片での転倒などの危険がある。従って、その取扱いや機器メンテナ

ンスにおいては十分なリスク管理が行われ、無災害 300 日以上の実践などに関する説明

を受けた。また、大容量かつ高速な機器のメンテナンスでの注意点などを知ることができ、

見学者一同大変有益であった。 
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企業現場教育 報告書 

実施日 ２０１７年 ９月 １３日 （ 水 ） 

訪問先企業名 イビデン株式会社 

参加者 
工学部 電子情報工学科 他１学科 

２、３、M１年生 
参加人数 ４２名 （うち引率 ２名） 

引率者氏名 
内田 秀雄（電子情報工学科 准教授） 

 中野 由崇（電子情報工学科 教授） 

内 容 

はじめに会社概要と見学上の注意事項を聞いた後、本社研修センターの資料室

と大垣事業所のパッケージ基板製造工程を４班に分かれて見学を行った。 

資料室では１００年以上続くイビデンの歴史と物作りの変遷をダーウィンの進

化論に重ね合わせて説明いただいた。 

製造工程では、学生たちはその微細な製品に感心するとともに、製造はクリーン

ルームを活用していること、そのクリーン度が規格値の１００倍良好な状態に保

つなど品質管理に対する意気込みを感じ取っている様子であった。 

見学の後、先輩社員（機械工学科卒業生）の仕事内容の紹介を受けた。質疑応答

は、社員として働くことや事業内容についてなど、９件の質問で予定していた時

間を超えて活発に行われた。 
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企業現場教育 報告書 

実施日 ２０１７年 ９月 １４日 （ 木 ） 

訪問先企業名 メイラ株式会社 関工場 

参加者 
  工学部  電子情報工学科 

                2・3 年生 
参加人数 １８名 （うち引率 １名） 

引率者氏名 服部公央亮 （工学部 電子情報工学科 助教） 

内 容 

  自動車部品の螺子を中心に製造している関第一工場を見学させて頂いた。 

見学の説明は、中部大学 機械工学科 卒業生にして頂いた。 

見学後、自動車・航空機/宇宙機・メディカルにそれぞれ関わる若手エンジニアを囲

み、学生を３グループに分け、ローテーションで質疑応答の場を設けて頂いた。 

学生は、企業/製品に関わること、仕事に関することなど思い思いの疑問をぶつけ、有

意義な時間を過ごせたかと思う。 
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企業現場教育 報告書 

実施日 ２０１７年 １２月 ８日 （ 金 ） 

訪問先企業名 
（都）長良川糸貫線 橋梁上部工工事 （（株）安部日鋼工業、昭和コンクリート工業（株））、 

新堀川排水機場 （国土交通省 中部地方整備局 木曽川上流河川事務所） 

参加者 工学部 都市建設工学科 2・3 年生 参加人数 ４１名 （うち引率２名） 

引率者氏名 
磯部 友彦(工学部 都市建設工学科 教授) 

伊藤 睦(工学部 都市建設工学科 准教授) 

内 容 

【（株）安部日鋼工業、昭和コンクリート工業（株）】 

公共 社会資本整備総合交付金事業（街路事業） 

（都）長良糸貫線橋梁上部工工事において、地域活性化のための事業概要を

学ぶと共に、橋梁建設工事の概要、建設過程、事故防止のための安全対策な

どについての説明および現場見学を行った。 

また、現場技術者から、技術者としての役割や仕事のやりがいなどについて話

を伺った。 

 

【国土交通省 中部地方整備局 木曽川上流河川事務所】 

排水機場周辺は，大雨時に水がたまりやすい内水地区が複数ある。 

地区の内水氾濫リスクを低減するための排水機場の役割を学ぶと共に、施設

にて排水機場内の設備を見学し、その運用に対する電源喪失、故障などの

様々なリスクに対する対応策について学んだ。 

 

    

        橋梁内見学風景             排水機場内見学風景 
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企業現場教育 報告書 

実施日 ２０１８年 ２月 ２１日 （ 金 ） 

訪問先企業名 （株）セイノー情報サービス ソフトピア事業所 

参加者 工学部  情報工学科 ３年生 参加人数 １５名 （うち引率 １名） 

引率者氏名 鈴木 裕利 （工学部 情報工学科 准教授） 

内 容 

岐阜県大垣市の(株)セイノー情報サービス様を訪問して、以下の内容で 

企業現場教育を行った。 

  

＜講義＞ 

総務部の方より、会社概要・職種・職場環境に関する講義を受けた。 

＜現場教育＞ 

３種類の部署で、代表の社員から実際の業務に関する説明を受けた。 

＜座談会＞ 

４名の社員に対して、学生参加者から質問を行って、回答を受けた。 

 

 各参加者、非常に熱心な態度で、受講、質問等を行っており、 

大変有意義な企業現場教育となった。 
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企業現場教育 報告書 

実施日 ２０１７年 ９月 １１日 （ 月 ） 

訪問先企業名 （株）オンダ製作所 

参加者 
経営情報学部 経営総合学科 

１・２年生 
参加人数   ４６名 （うち引率 ３名） 

引率者氏名 

澤村 隆秀（経営情報学部 経営総合学科 教授） 

山口 直樹（経営情報学部 経営総合学科 教授） 

趙   偉  (経営情報学部 経営総合学科 教授) 

内 容 

 

会社の概要説明があり、その後2グループに別れ各部署を見学させていただき、各部署

で説明が行われた。最後に全員を集めて、総括と質疑がなされた。 

 オンダ製作所は水道の配管を製造・販売する企業であり、それらの具体的な内容やイン

フラの大切さ、競合企業の実情等を含めて説明をいただいたうえでの見学であったので、

大変充実したものであった。最後の質疑応答は企業現場教育の実施対象が 1・2 年生とい

うこともあって全くなかったが、見学中に社員の方に業務内容や製造工程の特色など質問

する学生もいたので概ね順調に終了した。 

 

    

 

企業現場教育 報告書 

実施日 ２０１８年 ２月 ２１日 （ 金 ） 

訪問先企業名 （株）セイノー情報サービス ソフトピア事業所 

参加者 工学部  情報工学科 ３年生 参加人数 １５名 （うち引率 １名） 

引率者氏名 鈴木 裕利 （工学部 情報工学科 准教授） 

内 容 

岐阜県大垣市の(株)セイノー情報サービス様を訪問して、以下の内容で 

企業現場教育を行った。 

  

＜講義＞ 

総務部の方より、会社概要・職種・職場環境に関する講義を受けた。 

＜現場教育＞ 

３種類の部署で、代表の社員から実際の業務に関する説明を受けた。 

＜座談会＞ 

４名の社員に対して、学生参加者から質問を行って、回答を受けた。 

 

 各参加者、非常に熱心な態度で、受講、質問等を行っており、 

大変有意義な企業現場教育となった。 
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    企業現場教育 報告書 

実施日 ２０１７年 ９月 １５日 （ 金 ） 

訪問先企業名 岐阜放送、岐阜新聞 

参加者 
人文学部 コミュニケーション学科 

１、３年生 
参加人数 １０名 （うち引率 １名） 

引率者氏名 三摩 真己 （人文学部 コミュニケーション学科 教授） 

内 容 

午前中、岐阜放送を訪問。番組制作現場、報道現場の見学と質疑を行う。 

午後は岐阜新聞を訪問。夕刊の印刷現場を見学。また報道部、整理部を訪ね 

地元と密着した地方紙の取材。編集方針を伺うとともに、正確な情報を収集するためには

何が必要なのかについて説明を受けた。 

また時間とともに新たな情報が次々と寄せられた場合に、どのように記事を差し替え、紙面

を造り替えていくのかについて説明を受けた。 

質疑応答では、学生からは正確な情報を提供するために必要なことは何かなどの質問が

あり、岐阜新聞側からは、多くの入手できる情報を比較検討する事、また、現場を訪ね、自

らの目で確認することが重要であるとの返答を頂いた。 
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企業現場教育 報告書 

実施日 ２０１７年 ９月 １２日 （ 火 ） 

訪問先企業名 (株)ミツカンサンミ 美濃加茂工場、キッコーマンソイフーズ(株)岐阜工場 

参加者 
応用生物学部  FR、FS、FT 

３年生 
参加人数 ３４名 （うち引率 ２名） 

引率者氏名 

塚本 義則 （応用生物学部 応用生物化学科 教授） 

森山 昭彦 （応用生物学部 環境生物科学科 教授） 

内 容 

＜(株)ミツカンサンミ 美濃加茂工場＞ 

 取扱商品の特徴と生産ラインの説明ののち、４班に別れて、ドライ工場とチルド工

場の２箇所で、納豆と豆乳鍋つゆの製造工程並びに、安全管理に重点をおいた説明を

受けた。見学者用に、専用上履き、紐付きボールペン、使い捨ての帽子、メガネ並び

に白衣が用意されており、異物混入を避けることへの行き届いた配慮を身を持って体

験した。 

＜キッコーマンソイフーズ(株)岐阜工場＞ 

 取扱商品と生産ラインについての説明を受けたのち、２班に分かれて、ガラス越し

に生産工程を見学した。また、本学出身の社員から安全管理について、食品安全マネ

ジメントシステム FSSC22000 認証などのミニ講義を受けた。 

 どちらの工場でも、見学後に学生から多方面にわたる質問があり、関心の高さが伺

われた。特に、食品を生産している現場における安全管理（食品と従業員）を体験し

て、学生それぞれに得るものがあり、満足したようである。 

また、忙しい中にもかかわらず多くの社員の方々が親切に対応してくださったことに

は感謝したい。 
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企業現場教育 報告書 

実施日 ２０１７年 ９月 １３日 （ 水 ） 

訪問先企業名 (株)岐阜セラツク製造所、エイキット(株)岐阜工場 

参加者 
 応用生物学部  FR、FS、FT 

2, 3 年生 
参加人数 １４名 （うち引率 １名） 

引率者氏名 武井 史郎 （応用生物学部 環境生物科学科 講師） 

内 容 

【（株）岐阜セラツク製造所】 

到着後、はじめに岐阜セラツク社に関する説明会と質疑応答が行われた。説明会で

は、岐阜セラツク社社長の吉田稔氏による同社の歴史と企業理念に関する説明のほ

か、同社製品に関する説明を、それぞれしていただいた。また、学生からの質問応答

を随時行われ、同社の就職に関する活発な議論がなされた。その後は同社の工場見学

を行われ、研究開発部門における機械設備の紹介のほか、実際に勤務されている研究

員の方への質疑応答も行われた。 

 

【エイキット(株)岐阜工場】 

同社のご厚意により、当初の予定よりも 30 分早く見学会を開始していただいた。エ

イキット社では人事課担当者にご対応いただき、はじめに同社の説明会が行われた。

説明会ではエイキット社のご紹介を一通りしていただいたほか、アイスブレイキング

等を交えた親密な質疑応答により、活発な議論が行われた。説明会の後は同社の設備

を案内していただき、計測事業部門、試験事業部門、分析事業部門を見学した。見学

の際には、それぞれの部門における職員の方に説明をしていただいたほか、学生から

の質疑応答にも応じていただいた。 
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企業現場教育 報告書 

実施日 ２０１７年 ９月 １４日 （ 木 ） 

訪問先企業名 生活協同組合コープぎふ（本社）、エーザイ（株）川島工園 

参加者 
 応用生物学部  ＦＲ、ＦＳ 

３年生 
参加人数 １６名 （うち引率 １名） 

引率者氏名 山本 敦 （応用生物学部 食品栄養科学科 教授） 

内 容 

 
10時～12時 生活協同組合コープぎふ（本社）を見学 

コープぎふは、プレ就活の体をなしており、職場を挙げての企業説明会であった。 

 
13時 30分～15時 00分 エーザイ（株）川島工園を見学 

エーザイは、工場の一般見学コース以外に薬草園（薬木園）を案内していただいた。 

本来の目的から外れるが、薬用植物に関する講義の無い本学部生にとって貴重な体

験であったと思われた。 

          
             生活協同組合コープぎふ（本社） 

     

                  エーザイ（株）川島工園 
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企業現場教育 報告書 

実施日 ２０１８年 ２月 １３日 （ 火 ） 

訪問先企業名 （株）秋田屋本店 洞戸工場 

参加者 

 応用生物学部 

食品栄養科学科、応用生物化学科 

                  3 年生 

参加人数 １２名 （うち引率 １名） 

引率者氏名 和田 俊夫（応用生物学部 食品栄養科学科 教授） 

内 容 

 1804年秋田杉を扱う材木商として創業。 

明治になり秋田杉の特性を生かし養蜂用の巣箱を生産し、養蜂業へと発展し、 

養蜂関連製品を生産。一方、洞戸工場では近隣の名水源を利用し森永製菓の 

ウィダー製品を 24時間フル操業で OEM生産している。 

 洞戸工場は HACCPと総合衛生管理製造過程の両方について認定を受けている。

日頃から CCPを明確にしてより安全、安心な製品作りを心がけている。 

 2 斑に分かれ、ウィダー製品の製造ラインを見学。容器の組み立て、製品の充

填、殺菌、製造日印字、梱包、倉庫保管、出荷までの流れを見学。見学後、質疑

応答があり、養蜂がなぜウィダーの OEMと結びついたか、従業員がなぜヘッドフ

ォンをつけているか、不良品の発生率とその処置などの質問に回答いただいた。 

学生は、工場がロボット化されており、従業員の少なさを実感していた。 
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企業現場教育 報告書 

実施日 ２０１８年 ２月 １６日 （ 金 ） 

訪問先企業名 ツキオカフィルム製薬（株）、岐阜県公衆衛生検査センター 

参加者 
応用生物学部  FR、FS、FT 

2・3 年生 
参加人数 １０名 （うち引率 ２名） 

引率者氏名 

武井史郎 （応用生物学部 環境生物科学科 講師） 

可児由香 （応用生物学部事務室 担当課長） 

内 容 

 

＜ツキオカフィルム製薬（株）＞ 

はじめにツキオカフィルム製薬に関するパワーポイントを用いた説明をしていただ

き、その後に、同社の工場見学および製品紹介が行われた。各部門における機械設

備や製品を実際に見学しながら紹介していただいたほか、学生からの質問応答が随

時行われ、同社の就職に関する活発な議論がなされた。 

 

＜岐阜県公衆衛生検査センター＞ 

検査分析部 次長様、および当学部の卒業生にご対応いただき、同センターの説明会

が行われ、同センターのご紹介を一通りしていただいたほか、親密な質疑応答による

活発な議論が行われた。その後に同センターの設備を案内していただいた。 

見学の際には、それぞれの部門における職員の方に説明をしていただいたほか、学

生からの質疑応答にも応じていただいた。 

 

   

     ツキオカフィルム製薬（株）        岐阜県公衆衛生検査センター 
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企業現場教育 報告書 

実施日 ２０１８年  ２月  １６日 （ 金 ） 

訪問先企業名 （株）サラダコスモ／ちこり村、中津川サラダ農園 

参加者 応用生物学部 全学科 2・3 年生 参加人数 ９名 （うち引率 １名） 

引率者氏名 中川 大（応用生物学部 食品栄養科学科 講師） 

内 容 

株式会社サラダコスモが所有する中津川サラダ農園にて、スプラウト類の栽

培現場と出荷までの過程を見学した。 

その後、ちこり村に移動し、施設内にある会議室にて、「食の安全」に対する

株式会社サラダコスモの取り組みを中心に同社の事業内容の紹介を受けた。 

その後、ちこり村職員による案内の下、施設内にある見学施設にて「ちこり」

とその生産方法、商品開発の過程を見学した。 
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企業現場教育 報告書 

実施日 ２０１８年  ２月  １９日 （ 金 ） 

訪問先企業名 天野エンザイム（株）岐阜研究所 

参加者 

 応用生物学部  応用生物学科 

               環境生物科学科 

                ２・３年生 

参加人数 ９名 （うち引率 1 名） 

引率者氏名 森山 昭彦 （応用生物学部 環境生物科学科 教授） 

内 容 

 

小型バス１台で学生８人を引率して、天野エンザイム（株）岐阜研究所を訪問し

た。研究所は、各務ヶ原市郊外の緑豊かで閑静なテクノ団地にあった。建物は、

世界的建築家である黒川紀章氏と Richard Rojers 氏の設計であり、オレンジの

フレームの目立つ外観が周囲の緑とよくマッチしていた。会議室にて、ビデオに

より酵素について全般的な解説を受けた後、所内を見学した。実験台のある実験

室は遺伝子汚染対策がなされている大部屋であった。パイロット培養用タンクが

十数台設置されている培養室は、大学の学生実験室とはスケールが異なってお

り、さすが企業の研究室であると感じさせられた。質問時間には、学生は、就職

の可能性を意識してか、職場環境に関するものを中心に、多数の質問をしていた。

研究員の学歴や男女比、英語研修の機会や海外支店への出張の可能性、新入生用

の宿舎などに関することなどである。訪問予定時間を３０分近くオーバーしたに

もかかわらず、担当者の方々には終始丁寧に対応していただき、学生達には収穫

があったと思われる。研究所見学の機会はそれ程多くはないので、貴重なご意見、

経験となった。 
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企業現場教育 報告書 

実施日 ２０１８年  ２月  ２０日 （ 火 ） 

訪問先企業名 美濃酪農農業協同組合連合会 

参加者 
 応用生物学部 R・S・T１ 学科 

             ２、３、４ 年生 
参加人数 ７名 （うち引率 1 名） 

引率者氏名 根岸 晴夫 （応用生物学部 食品栄養科学科 教授） 

内 容 

１．見学先の概要 

 美濃酪農農協は、めぐみの農協・東美濃農協・西美濃農協・ぎふ農協・岐阜県

信連の出資で組織運営。主力は乳・乳製品の製造販売、飼料等の販売等。 

２．見学内容 

①中部大卒業生（2016年人文卒）が案内係を担当し、原乳受け入れから殺菌まで

の工程、牛乳紙パック、ヨーグルト製造の充填以降のラインを見学した。 

②見学後、講義室にて、営業部長より、美濃酪農農協の概要について説明を受け

た。説明中に、200mlブリックパック牛乳とヨーグルト製品を試食した。 

③次に、品質管理課長より、低温殺菌牛乳製造における品質上の留意点について、

HACCP管理基準に従って説明があった。 

④最後に、総務課長より、2018年度の採用予定を中心に、就職に関わる内容につ

いての説明を受けた。 

⑤質疑応答の時間では、ほぼ全員の学生が質問をするなど、全般に見学態度は熱

心で良好であった。 
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企業現場教育 報告書 

実施日 ２０１８年  ２月  ２３日 （ 金 ） 

訪問先企業名 アピ（株）池田工場、ＥＷ Ｎutrition Japan 岐阜免疫研究所 

参加者 
応用生物学部 応用生物化学科 2・3 年生 

環境生物科学科 3・4 年生 
参加人数 ９名 （うち引率 1 名） 

引率者氏名 堤内 要 （応用生物学部 応用生物化学科 教授） 

内 容 

＜アピ（株）池田工場＞ 

事業紹介と見学の注意点を指導して頂いた後、生産現場の見学に向かった。 

入室前に白衣、帽子、マスク、オーバーシューズを着用し、二重シャッターを通過して

入って行った。見学したのは、ハードカプセル充填機や打錠機、錠剤検査室、給袋充

填室、ボトル充填室、箱詰室、スティック充填機、ソフトカプセル充填室、ソフトカプセル

乾燥室、ソフトカプセル検査室であった。不良品を出さないという意識が十分に感じら

れる仕事ぶりを随所に窺うことができ、学生も大変勉強になったと思われる。見学後の

ミーティングでは質問が次々となされ、学生らの意識の高さを感じることができた。 

＜EW Nutrition Japan 岐阜免疫研究所＞ 

1 時間ほど、会社や製品の説明を受けた。日本における会社の規模は小さいが、実は

非常に高い技術力を持った大変安定した会社であることがわかった。講義の後の質疑

応答では、再び活発な質問がなされた。印象的だったのは、アピでは、どんな知識や

資格が必要かという学生の問いに対し、『特にそんなものはない。大学院進学が好ま

しいわけでもない。ただ、自分自身で考え、次の一手を考えることができるような人材

が好ましく、ゆえに、結果として大学院生が多くなる傾向がある。』という回答であった

のに対し、EW Nutrition Japan 岐阜免疫研究所では、英語ができたほうがよい、とか

具体的な提案が頂けたことである。研究所内も実に詳しく見せて頂くことができ、非常

に生き生きと研究をされている姿が印象的であった。 
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企業現場教育 報告書 

実施日 ２０１７年 １２月 ８日 （ 金 ） 

訪問先企業名 株式会社 今仙技術研究所 

参加者 

生命健康科学部 

スポーツ保健医療学科 1年～3年生 

生命医科学科 3 年生 

参加人数 ２４名 （うち引率 ３名） 

引率者氏名 

   西垣 景太（生命健康科学部 スポーツ保健医療学科 講師） 

   馬場 礼三（生命健康科学部 スポーツ保健医療学科 教授） 

  山下 玲香（生命健康科学部 スポーツ保健医療学科 助手） 

内 容 

岐阜県各務原市で、電動車いすや義手・義足を製造する（株）今仙技術研究所

での企業現場教育を行った。参加は、生命健康科学部スポーツ保健医療学科の学

生を中心に生命医科学科の学生も含めて 21名の参加と、引率教員 3名であった。

到着後、企業についての説明を受け、2 グループに分かれての体験・見学を行っ

た。 

電動車いすの種類の多さや、パラリンピックに出場するアスリートが使用して

いる義足等を実際に触れる機会は、非常に貴重な機会であったと感じる。 

質疑応答でも、今後の東京 2020 パラリンピックに向けての話や、障害者スポー

ツ普及に向けての意見交換等が行われ、生命健康科学部の学生として、身近に感

じておくべき話題や知識について触れることができていた。 

今後の学生のキャリア支援の 1つとしても、広い視野を持って自分の方向性を検

討し、社会貢献にもつながるような仕事についてくれる学生が増えることも願う

所である。やはり、正課内の学びにとどまらず、課外での学びを多く経験し、そ

れをいかに正課内の学びにつなげていけるかが学生生活では重要であると感じ

る。 
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企業現場教育 報告書 

実施日 ２０１８年 ２月 ２日 （ 金 ） 

訪問先企業名 株式会社 文渓堂 

参加者 
現代教育学部現代教育学科 

２、３、４年生 
参加人数 １５名 （うち引率 １名） 

引率者氏名 宮川 秀俊（現代教育学部 現代教育学科 教授） 

内 容 

 予定より早く、午後 1時 10分に文溪堂に到着した。 

1時 20分頃より、早めに会社紹介が始まり、約 50分の会社説明の後、 

質疑応答が行われた。学生からの質問が多く、2時 30分頃まで続いた。 

その後、会社内の企画・編集部、出版部、出荷部等の職場を見学して、

それぞれの部署の方から、説明を受けた。 

最後に、会社約 100年の教材資料館を見学したが、ここでも学生の見学

意欲が旺盛で、出発予定の 3時 30分まで時間を使い切った。 

会社の方から、このような学生の積極的な見学は初めてであるとの、あ

りがたい言葉をいただいた。 
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企業現場教育 報告書 

実施日 ２０１８年   ２月  １９日 （ 月 ） 

訪問先企業名 （株）アイコットリョーワ 

参加者 

人文学部 歴史地理学科、心理学科  

２年生 

国際関係学部 国際関係学科 ３年生 

参加人数 ８名 （うち引率 ２名） 

引率者氏名 

西田 豊昭 （経営情報学部 経営総合学科 教授） 

小島 愛理 （キャリア支援課） 

内 容 

会社説明の概略を社長様より説明いただいた後、業界説明を人事から説明いた

だいた。 

工場内は製造部部長の説明の下、タイルの製造工程を見学。 

デザインセンターで中部大学卒業生も含めた若手社員が囲んで 1時間以上座談会

を行い、働きやすさ、チャレンジャーとして挑む姿勢などを身近に感じるなど、

学生達にはより働き方を想像できる場所になった。 

    

    写真 1 工場見学         写真 2 OB を含めた座談会 

   

     写真 3 工場見学         写真 4 見学者と引率者 
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（５） フィールド活動＠ぎふ 
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フィールド活動＠ぎふ 報告書 

実施日 ２０１７年  １２月 ９日 （土） ～ １０日 （日） 

関係先企業名 土岐川・庄内川 森の健康診断実行委員会（市民団体） 

参加者 
 応用生物学部 ３・４年生 

生命健康科学部 ３年生 他 
参加人数 ２９名 （うち引率 １名） 

引率者氏名 上野 薫 （応用生物学部 環境生物科学科 准教授） 

内 容 

■開催場所 ： 中部大学恵那研修センター 

■スケジュール 

１日目 

10：00 恵那研修センター集合、趣旨説明 

10：30 シシ肉部位の観察、豚との比較、試食会 

（兼昼食）、イノシシ猟と肉の利用（村上氏）の 

紹介、片づけ 

14：00 恵那キャンパス内散策、イノシシ痕の観察、 

人工林の観察・調査 

16：00 恵那研修センター第 4 研修室で講義 

各チームでプロジェクト提案の作成開始 

18：00 夕食（弁当の配送）・風呂 

19：30 グループワーク  

２日目 

7：30 朝食、部屋掃除、チェックアウト、 

9：30 学生発表会 

10：30 意見交換会、移動 

12：00 三郷コミュニティ―センターにて昼食 

13：30 学びのふりかえり、共有、学生交流 

16：00 閉会  挨拶と集合写真、片づけ 

16：30 現地解散（12 月中に各自レポート提出を完了） 

 

以上のスケジュールにて、プログラムを実施。 

地元猟友会等による生の問題提起および五感による現場把握により、地域の課題

解決に向けて何が重要なのかを、参加学生はしっかり感じていたようである。加え

て、コンセンサス力、問題把握力も向上させたと思われる。 
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 フィールド活動＠ぎふ 報告書 

実施日 ２０１８年   ２月  １６日 （ 金 ） 

訪問先企業名 高山市役所、現地見学 

参加者 
食品栄養科学科管理栄養科学専攻 

１・２・３年生 
参加人数 １３名 （うち引率 １名） 

引率者氏名 小川 宣子 （応用生物学部 食品栄養科学科 教授） 

内 容 

１）高山市の活性化に向けての取り組みの現状と課題を理解する 

 ①講義１：学生が高山市の課題を考え、その課題解決を考えるために、今回は、高山市商工観光

部商工課から高山市の活性化に向けての取り組みの現状と課題についてお話しをお聞きした。 

 ②講義２：森瀬一幸客員教授より、高山の背景を知るために高山の歴史と文化について講義を受

けることができた。 

 ③現場見学：高山市の企業の実態について駄菓子製造現場を見学し、企業の方からの取り組みや

課題についてお話しをいただいた。 

２）高山市の文化を理解する。 

 高山市の生活の背景にある文化を体験するため、町の成り立ちを図書館長から図書館からの街並

みを見ながら説明をうけ、高山の風土に即した暮らし方についてお話を伺った。 

３）高山市の課題と解決方法について学生がそれぞれ提案した内容を高山市商工課に提出した。 

 

伝承されている高山駄菓子の製造現場を見学し、高山における課題の抽出や中小企業の取組みを理

解することができた。また、図書館長から、高山の町および住民の生活について、説明を受けた。

森瀬客員教授の案内により、高山市街地を散策し、高山市の歴史や町の成り立ちについて学ぶこと

ができた。この体験から地域や地域産業の活性化に向けての課題解決に向け、大学生が取り組むこ

とができることを考える機会となったが、これが自分達が住む地域についても風土・歴史・文化を

理解した上で、地域活性化に自分達が何ができるかを考え、実践にまでつながることを期待する。 
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（６） 地域活性化リーダーポスター発表会 
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第２回 地域活性化リーダーポスター発表会 

 

１．日時： 2018年 2月 7日（水） 午後 2時 50分～午後 3時 15分 

２．会場： 中部大学 不言実行館 2階 スチューデントコモンズ 

３．スケジュール： 

開会挨拶 松尾 直規（ＣＯＣ地域連携教育研究センター長） 

学生によるポスター発表 （地域活性化リーダー候補学生） 

生命健康科学部スポーツ保健医療学科  3年 山田 健太 「信頼される行政マンへ」 

閉会挨拶 倉根 隆一郎（ＣＯＣ地域連携教育研究センター副センター長） 

 

  

 

        

                 

※地域創成メディエーター学生発表会と同時開催 
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（７） 学内企業説明会「岐阜県企業の日」 
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学内企業説明会「岐阜県企業の日」 

１．開催日時： 平成 30年 3月 5日（月） 午前 10時 00分～午後 12時 30分 

２．開催場所： 中部大学 三浦幸平メモリアルホール 

３．開催方法： ブース形式（1企業 1ブース）計 44社 

    

 

参加企業一覧（５０音順） 

番号 企業名 業種 

1 アサヒフォージ 自動車・輸送機器・関連 

2 アピ 食品・食料 

3 安部日鋼工業 総合(土木・建築) 

4 市川工務店 総合(土木・建築) 

5 岩戸工業 自動車・輸送機器・関連 

6 ＡＰＣエアロスペシャルティ 自動車・輸送機器・関連 

7 恵那市役所 公務(地方) 

8 エリエールパッケージング印刷 岐阜工場 パルプ・製紙・紙製品 

9 大垣西濃信用金庫 信用金庫・信用協同組合 

10 オーツカ 繊維工業 

11 各務原市役所 公務(地方) 

12 カケフホールディングス 金属製品・金属加工品 

13 岐セン 繊維製品・衣料 

14 岐阜愛知電機 電気機械・照明 

15 岐阜県 公務(地方) 

16 共立コンピュータサービス ソフトウエア・情報処理・情報サービス 

17 協和ダンボール パルプ・製紙・紙製品 

18 クラレプラスチックス プラスチック製品 

19 三進 コンサルタント・設計事務所 
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参加企業一覧（５０音順） 

番号 企業名 業種 

20 ジーエフシー 食品・飲料 

21 シーシーアイ 化学・医療・化粧品 

22 生活協同組合コープぎふ 協同組合・郵便局 

23 西濃建設 総合(土木・建築) 

24 セイノー情報サービス ソフトウエア・情報処理・情報サービス 

25 関ヶ原製作所 一般機械・産業機械 

26 大進精工 その他専門サービス(デザイン・機械設計等) 

27 大同コンサルタンツ コンサルタント・設計事務所 

28 大日本土木 総合(土木・建築) 

29 多治見市役所 公務(地方) 

30 チューキョー 印刷・印刷関連サービス 

31 中部エクストロン プラスチック製品 

32 東海化成工業 自動車・輸送機器・関連 

33 徳田工業 自動車・輸送機器・関連 

34 中日本ダイカスト工業 非鉄金属 

35 ナベヤ 一般機械・産業機械 

36 日晃オートメ 一般機械・産業機械 

37 パールマネキン 物品レンタル・物品リース 

38 文溪堂 出版・新聞 

39 文晶堂 一般機械・産業機械 

40 丸順 自動車・輸送機器・関連 

41 九嘉工業 自動車・輸送機器・関連 

42 水甚 繊維製品・衣料 

43 安田 総合 

44 矢橋ホールディングス 税理・会計・特許・経営コンサルタント 

※企業名は株式会社等を略して掲載しています。 
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参加企業一覧（５０音順） 

番号 企業名 業種 

20 ジーエフシー 食品・飲料 

21 シーシーアイ 化学・医療・化粧品 

22 生活協同組合コープぎふ 協同組合・郵便局 

23 西濃建設 総合(土木・建築) 

24 セイノー情報サービス ソフトウエア・情報処理・情報サービス 

25 関ヶ原製作所 一般機械・産業機械 

26 大進精工 その他専門サービス(デザイン・機械設計等) 

27 大同コンサルタンツ コンサルタント・設計事務所 

28 大日本土木 総合(土木・建築) 

29 多治見市役所 公務(地方) 

30 チューキョー 印刷・印刷関連サービス 

31 中部エクストロン プラスチック製品 

32 東海化成工業 自動車・輸送機器・関連 

33 徳田工業 自動車・輸送機器・関連 

34 中日本ダイカスト工業 非鉄金属 

35 ナベヤ 一般機械・産業機械 

36 日晃オートメ 一般機械・産業機械 

37 パールマネキン 物品レンタル・物品リース 

38 文溪堂 出版・新聞 

39 文晶堂 一般機械・産業機械 

40 丸順 自動車・輸送機器・関連 

41 九嘉工業 自動車・輸送機器・関連 

42 水甚 繊維製品・衣料 

43 安田 総合 

44 矢橋ホールディングス 税理・会計・特許・経営コンサルタント 

※企業名は株式会社等を略して掲載しています。 

 

 

 

 

 

３．活 動 報 告 

＜５大学共通プログラム＞ 

 

（１）サマースクール 
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岐阜県における若者の地元定着率を上げることを目的として、岐阜県内の企業と大学生との接点増加を試み、産業界
ニーズにより適合した人材を育成する教育プログラムを各大学において実施しております。その一環として、大学間
共通のサマースクールを岐阜県西濃圏域で開催します。このプログラムでは、地域を支えている方々や他大学の学生
と一緒になって地域の「将来」を考えていきます。地域の現状や地元企業の理解を深め、自分の能力を磨いて、今後
のキャリアの選択肢を広げましょう。
参加大学｜岐阜大学・中部学院大学・中部大学・日本福祉大学・名古屋学院大学 協力校｜岐阜経済大学
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１日目
10：00～12：00 オリエンテーション（於・岐阜経済大学）
12：00～18：00 各コース毎にフィールドワーク
18：00～19：00 交流会など

２日目 19：00～18：00 グループワーク
（中間発表、ゲスト講師との交流を予定）

３日目
9：00～12：00 成果発表会

12：00～14：00 昼食・振り返り
バスで移動（15時岐阜駅着、16時JR金山駅着）

【申込書】
必要事項を記入し、中部大学 地域連携教育研究推進部（16号館3階）まで提出ください。
または、内容をメール（plus@office.chubu.ac.jp）に記載し、申し込みいただいても構いません。
（①氏名 ②性別 ③学年 ④学籍番号 ⑤学部 ⑥携帯電話 ⑦メールアドレス ⑧希望コース ⑨行きの乗車場所 ⑩帰りの降車場所 ⑪その他）

① 氏名 ② 性別 ③ 学年

④ 学籍番号 ⑤ 学部

⑥ 携帯電話 ⑦ メール
アドレス

⑧ 希望コース
（A,B,C,Dを
記入）

第一希望： 第二希望： 第三希望：
（A.大垣コース B.養老コース C.揖斐川コース D.どのコースでも可）

※コースの希望がない場合は、第一希望にDのみ記入してください

⑨ 行きの乗車
場所

（1か所選択）
ＪＲ金山駅・ＪＲ岐阜駅

⑩ 帰りの降車場所
（1か所選択） ＪＲ金山駅・ＪＲ岐阜駅

⑪ その他
（アレルギーや配慮事項）

参加費 9,000円(２泊分の宿泊費、朝食２回、昼食２回、夕食２回込)

研修
拠点

持ち物
洗面用具、筆記用具、健康保険証（コピー可）、初日の昼食
※宿泊先で購入できるものは飲み物のみです。
タオル、ドライヤー等の備え付け備品はございませんので各自持参願います。

大垣市かみいしづ
緑の村公園奥養老
大垣市上石津町上多良
前ヶ瀬入会1-1

10名程度
（合計50名程度）

参加
人数

集合 8時ＪＲ金山駅、または9時ＪＲ岐阜駅（予定）。
※バスで移動します。

７月１４日申し込み締切

申込
締切

7月14日(金)
※先着順
定員になり次第締め切ります。

※コース決定後に事前学習などの詳細をご連絡いたします。

ねらい ： 各地域が有する資源に着目し、
その魅力をPRする方法を考察する

A.大垣コース B.養老コース C.揖斐川コース

＜テーマ＞ 西濃圏域のプロデュース

当日徴収します

お問い合わせ:中部大学地域連携教育研究推進部（16号館3階）☏:0568-51-1763✉:plus@office.chubu.ac.jp
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サマースクールの様子 

平成 29年 9月 5日～7日（2泊 3日の合宿形式） 

大学混成チームで課題に取り組む。 

テーマ「西濃圏域のプロデュース」5大学 45 名の学生が参加。(中部大学 6名) 

 

＜大垣コース＞ 

「関が原の戦い」の際に石田三成が入城し、西軍の拠点地となった「大垣城」や、

松尾芭蕉が「奥の細道」の旅を終えた結びの地である大垣に関する歴史の考察と、

大垣市の商店街の活性化事例により、西濃圏域の観光振興に向けた取り組みを

を考えました。 

 

＜養老コース＞ 

養老の滝などの観光資源が集まる養老公園は、毎年 100 万人が訪れることに加

え、養老町は全国でも数少ない元号を起源とする町で、歴史・文化・自然と多く

の地域資源を有します。養老鉄道、養老天命反転地等の魅力を生かす提案を考え

ました。 

 

＜揖斐川コース＞ 

伊吹山や揖斐峡など豊かな自然に抱かれる揖斐川町では、30周年を迎える 

「いびがわマラソン」や、複合型音楽フェス「揖斐川ワンダーピクニック」等、

参加型イベントが盛ん。最近は絶景スポット「天空の茶畑」が SNSで話題です。

揖斐の歴史や町並みに触れ、体験型観光を考察し、考えました。   
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サマースクールの様子 

   
          オープニング                            グループワーク 

   
       中間発表                                発表会 

   
             発表会                  振り返り 

        
                 集合写真 
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サマースクール　事前事後アンケート 2016年9月7日 コース：恵那・多治見・中津川（いずれかに○）

所属：　　 大学 学部 年 氏名： 男・女

次の35項目について、現在の自分について当てはまると思う番号の欄に○を記入してください。
（4：非常に当てはまる、３：やや当てはまる、２：あまり当てはまらない、１：まったく当てはまらない）

4 3 2 1

Q1 書き手（話し手）が何を主張し、何を結論しようとしているかを考える

Q2 書き手（話し手）が主張することの根拠や理由がどこにあるのかを考える

Q3 文章や議論において、何が問題になっているかをまずとらえようとする

Q4 どのような事実が前提にされているかを考えながら読む（聞く）

Q5 書き手（話し手）がどのような価値観を持っているかを考えながら読む（聞く）

Q6 述べられている根拠や理由と結論の間に、飛躍がないかを考えながら読む（聞く）

Q7

Q8 根拠の中身が事実なのか、意見なのかを区別しながら読む（聞く）

Q9 根拠となるデータが、信頼できる方法で集められたのかを考えながら読む（聞く）

Q10

Q11 わからないことや、違うと思ったことに対しては質問したり、意見を言ったりする

Q12 自分と考えが違ってもまずは相手の話を聞き入れる

Q13 相手の意見を十分に理解し、自分とは異なった意見にも耳を傾けることができる

Q14 いつも周りの人は自分の話をちゃんと聞いてくれていると思う

Q15 いつも周りの人の意見をきちんと聞き、理解することができている

Q16 チームで動くとき、自分が果たせる役割は何か自らみつけようとする

Q17 チームで動くとき、自分には何ができるか考えて行動する

Q18 チームで動くとき、自分の個人的な意見と異なっていても納得いくまで確認する

Q19 授業や人との待ち合わせは間に合うように5分前には着いている

Q20 何事も余裕を持って準備するので徹夜などはすることはない

Q21 悩みや問題があるときは周りの人に相談し、助けを求める

Q22 いつも自信を持って発言し、行動している

Q23 自分が何をしたいのかを、常に意識しながら行動している

Q24 初めてやることは、誰かにやり方を教えてもらいたい

Q25 友達や社会で問題が起きた時に、自分には何ができるか自分のことのように考える

Q26 相手やその場の状況によって、自分の態度や行動を変えることがある

Q27 誰かの意見や行動を待つより、自分で率先して行動することが多い

Q28 大変な体験は生きる糧となると思うので自ら進んで引き受ける

Q29 苦手だと思っても、力がつくと思ったら何事にも挑戦してみる

Q30 自分の課題を自覚し、いつまでに何をする必要があるかイメージできている

Q31 多少困難なことがあっても乗り越えていけると思う

Q32 いつも何か目標をもっていたい

Q33 自分の力を活かして、社会の課題や問題を解決できたらうれしい

Q34 気になる企業や職業等があれば、調べたり人に聞いたりすることができる

Q35 社会人と学生とで、職業に対する責任感や考え方がどのように違うかを理解している

常に自分の意見を持ち、自分の意見が周りと違った場合でもはっきり発言するようにしている

述べられている根拠や理由は、確かな情報源をもとにしたものかを考えながら読む（聞く）

サマースクールの様子 

   
          オープニング                            グループワーク 

   
       中間発表                                発表会 

   
             発表会                  振り返り 

        
                 集合写真 
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サマースクール前後での質問紙調査得点の比較結果について 
 

中部大学 西垣景太 
 

COC プラスの事業で 5 大学の 50 名の学生が、2017 年 9 月 5 日から 7 日までの 3 日間行われたサマースクー

ルに参加した。その前後の意識の変化について、「クリシン」「隠れた設定」「議論の堅さ」「議論の際の態度」「チ

ーム貢献・態度」「行動力の変化」「社会性」「人生観」「将来感」以上の 9 因子 35 項目による質問紙調査による

得点を分析した。分析対象は、参加した 50 名の学生のうち、前後の回答に不備のなかった 44 名を有効回答とし

た。分析は対応ありの t 検定で前後得点の比較検討をおこなった（表 1）。 
その結果、「行動力の変化」以外の 8 因子と合計点で有意差が認められた。サマースクール前の得点よりもサ

マースクール後の得点の方が明らかに向上していることが示された。前後の集団としては、サマースクールへの

参加によってこれらの意識が高まったと考えられる。 

 
また、大垣・養老・揖斐川の 3 コースに分かれて見学した内容を、発表に向けてまとめていくためのグループ

を考察グループとして活動していた。各考察グループは 5 人から 6人で構成され、全体で 9グループに分かれた。

そのうち 3 グループずつで教室が分かれ、各教室に教員がついてまとめの作業を行った。期間中多くの作業をこ

の各教室で実施したため、3 教室ごとによるサマースクール前後での比較を行った（表 2）。 
1 から 3 班では「隠れた設定」のみの 1 因子、4 から 6 班では「議論の際の態度」「チーム貢献・態度」「人生

観」の 3 因子、7 から 9 班では「議論の堅さ」「議論の際の態度」「社会性」「人生観」の 4 因子と合計点で有意差

が認められ、サマースクール前よりもサマースクール後の方が、得点が向上していることが明らかになった。各

教室の違いから、グループワークの進行の仕方などに違いも見られたのかもしれない。考察班 9 班の各グループ

での比較は、有効回答が 4 人のグループもあり、少人数になることから今回は結果を示していない。 

 

項目(最大点) ｔ値

クリシン（15）

隠れた設定（15）

議論の堅さ（15）

議論の際の態度（30）

チーム貢献・態度（15）

行動力の変化（30）

社会性（15）

人生観（25）

将来感（15）

合計

値

サマースクール前 サマースクール後

表１．参加者全体のサマースクール前後の得点比較　ｔ検定結果（  = 44）

前 後 前 後 前 後

クリシン

隠れた設定

議論の堅さ

議論の際の態度

チーム貢献・態度

行動力の変化

社会性

人生観

将来感

合計

※網掛けは有意差が認められた因子

考察1・2・3班（ =15） 考察4・5・6班（n=15） 考察7・8・9班（n=14）

表2．考察グループごとのサマースクール前後得点比較　 検定結果

ｔ値 値 ｔ値 値 ｔ値 値項目
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（２）ぎふＣＯＣ＋事業推進コンソーシアム 

成果発表会 
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ぎふＣＯＣ＋事業推進コンソーシアム 成果発表会の様子 

日時： 2017年 12月 16日（土） 13時 30分～16時 30分 

場所： 岐阜大学サテライトキャンパス 多目的ホール 

＜プログラム＞ 

13：30～ 開会の挨拶 

ぎふ COC＋事業統括事業推進コーディネーター、羽島市副市長 成原 嘉彦 

COC＋事業概要説明 

岐阜大学地域協学センター長 益川 浩一 

14：00～ 学生による成果報告 

16：00～ 講評 

 ぎふ COC＋事業外部評価委員、(株)技研サービス統括顧問 猿渡 要司 

閉会挨拶 

中部大学生命健康科学部准教授、コモンズセンター長 伊藤 守弘 

     

発表の様子  中部大学生命健康科学部 ３年 曽我航平 

テーマ 「地域活性化リーダーを目指して」 

   
会場の様子               閉会挨拶                                                                   
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（３）岐阜県内の優良企業研究セミナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぎふＣＯＣ＋事業推進コンソーシアム 成果発表会の様子 

日時： 2017年 12月 16日（土） 13時 30分～16時 30 分 

場所： 岐阜大学サテライトキャンパス 多目的ホール 

＜プログラム＞ 

13：30～ 開会の挨拶 

ぎふ COC＋事業統括事業推進コーディネーター、羽島市副市長 成原 嘉彦 

COC＋事業概要説明 

岐阜大学地域協学センター長 益川 浩一 

14：00～ 学生による成果報告 

16：00～ 講評 

 ぎふ COC＋事業外部評価委員、(株)技研サービス統括顧問 猿渡 要司 

閉会挨拶 

中部大学生命健康科学部准教授、コモンズセンター長 伊藤 守弘 

     

発表の様子  中部大学生命健康科学部 ３年 曽我航平 

テーマ 「地域活性化リーダーを目指して」 

   
会場の様子               閉会挨拶                                                                   
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文部科学省　地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）
「岐阜でステップ × 岐阜にプラス　地域志向産業リーダーの協働育成」

岐阜大学
058-293-2147

（キャリアセンター就職支援室）

中部学院大学
0575-24-2216

（キャリア支援センター事務課）

中部大学
0568-51-4184

（キャリア支援課）

日本福祉大学
0569-87-2321

（キャリア開発課）

名古屋学院大学
052-678-4090

（キャリアセンター）

岐阜県/一般社団法人 岐阜県経営者協会/株式会社 十六銀行/株式会社 大垣共立銀行/株式会社 マイナビ/岐阜経済大学（協力校）

〈事業協働機関〉

日

　
時

13：00～17：00

平成 30年

2月19日（月）

 

会

　
場

じゅうろくプラザ 2階 ホール
住所 岐阜市橋本町 1丁目10 番地 11
TEL 058-262-0150

参加企業42社

本学主催

岐阜でステップ×
岐阜にプラス

参加対象は、就活期
を今後迎える

すべての大学生等
の皆さん！

（大学1～3年生、大
学院生、第二新卒お

よび短大生など）

予約不要 入退場自由 スーツ着用不要
※本セミナーはキャリア教育の一環として開催するもので、参加の有無が採用選考のプロセスに影響することはありません。 

企業担当者から
直接話を聞ける

貴重な機会です
。
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参加企業一覧（50音順）

番号 会社名 業種
1 アピ 製造業（食品）
2 揖斐川工業グループ 製造業（建築資材）
3 イビデン 製造業（自動車部品）
4 イマオコーポレーション 製造業（金属製品）
5 岩田製作所 製造業（電気機械器具）

6 インフォファーム 情報通信業

7 内堀醸造 製造業（食品）
8 榎本ビーエー 製造業（航空宇宙関連）
9 大垣共立銀行 金融業

10 特許業務法人オンダ国際特許事務所   オンダテクノ 特許・コンサルティング
11 オンダ製作所 製造業（配管資材）
12 カイインダストリーズ 製造業（刃物）
13 社会福祉法人　岐阜県福祉事業団 福祉
14 岐阜新聞社 マスコミ
15 岐阜信用金庫 金融業
16 ぎふ農業協同組合（JA ぎふ） サービス（農業）
17 岐阜プラスチック工業 製造業（プラスチック）
18 共立コンピューターサービス 情報通信業
19 クラレプラスチックス 製造業（プラスチック）
20 KVK 製造業（一般機械）
21 サラダコスモ 製造業（食品）
22 サン・ワード サービス（ブライダル）
23 十六銀行 金融業
24 新日本ガス ガス業
25 セイノー情報サービス 情報通信業
26 大進精工 サービス（総合エンジニアリング）
27 高砂工業 製造業（熱処理）
28 ツキオカフィルム製薬 製造業（化学）
29 テクノア 情報通信業
30 テルモ・クリニカルサプライ 製造業（医療機器）
31 電算システム 情報通信業
32 天龍ホールディングス（天龍グループ） 製造業（輸送機器等）・建設・物流
33 トーカイ 商社（医療・健康・福祉）
34 鍋屋バイテック 製造業（金属製品）
35 日本耐酸壜工業 製造業（ガラス瓶）
36 ファミリーストアさとう 小売業
37 文溪堂 出版
38 本陣平野屋 宿泊業
39 ミズノテクニクス 製造業（スポーツ用品）
40 未来工業 製造業（電気設備資材）
41 森松工業 製造業（金属製品）
42 医療法人　和光会 医療・福祉

※企業名は株式会社等を略して掲載しています。

－ 92 －
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